
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
し ょ

 イザヤ 40・21～26 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 創造者
そうぞうしゃ

なる神
かみ

 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 目
め

を高
たか

くあげて、だれが、これ

らのものを創造
そうぞう

したかを見
み

よ。   

イザヤ 40・26 

目
も く

  標
ひょう

 神
かみ

が万物
ばんぶつ

の創造者
そうぞうしゃ

であることを

覚
おぼ

えて生
い

きる。 

 

 

 

 

 

  7 月 3 日（月） 

聖書
せ い し ょ

 イザヤ 40・21 

聖句
せ い く

 地
ち

の基
もとい

をおいた時
とき

から、あなたが

たは悟
さと

らなかったか。    21節
せつ

 

 

わかっているはずなのに、いろいろと理由
り ゆ う

を

つけてはみとめない、まるで自分
じ ぶ ん

で作
つく

ったもの

や考
かんが

えたことが一番
いちばん

だと思
おも

う、これが人
にん

間
げん

。 

宇宙
うちゅう

やたくさんの星
ほし

を造
つく

り、大
おお

きな大
おお

きな

世界
せ か い

にわたしたちを置
お

いてくださった神
かみ

様
さま

の

わざを、「科学
か が く

」や、「人
にん

間
げん

が作
つく

り出
だ

した神
かみ

」に

おきかえてしまっているんだね。 

心
こころ

の中
なか

から「自分
じ ぶ ん

が一番
いちばん

」と思
おも

う気持
き も

ちや

「ガンコ」な気持
き も

ちをおいだせば、神
かみ

様
さま

のこと、

もっとよくわかるようになるんじゃないか

な？ 

あなたはどうですか？ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、かたくなにならないで、心
こころ

をひらいて、あなたのことを知
し

ることが

できますように。 

 

  7 月 2 日（日） 
聖書
せ い し ょ

 イザヤ 40・26 

聖句
せ い く

 目
め

を高
たか

くあげて、だれが、これらの

ものを創造
そうぞう

したかを見
み

よ。  26節
せつ

 

  

科学
か が く

では、世界
せ か い

やそこに起
お

きることが「どう

のようにしてできたか」を観察
かんさつ

したり、記録
き ろ く

し

たり、計算
けいさん

することはできるけど「だれが？」

ということは考
かんが

えないよね。 

 聖書
せいしょ

では、地球
ちきゅう

にあるすべてのものから、

「だれが」造
つく

ったか見
み

てごらん！と言
い

っている

よ。人
ひと

が作
つく

った便利
べ ん り

なものにも、作
つく

られた意味
い み

や目的
もくてき

や作
つく

った人
ひと

があるように、この宇宙
うちゅう

や

地球
ちきゅう

、生
い

き物
もの

やわたしたちのことを造
つく

られた方
かた

がいて、目的
もくてき

や意味
い み

がある！この世界
せ か い

のこと、

聖書
せいしょ

からもたくさん知
し

りたいね！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、聖書
せいしょ

から、あなたが造
つく

られ

た世界
せ か い

を見
み

ることができますように。 

 

 

 

 

 

  7 月 4 日（火） 

聖書
せ い し ょ

 イザヤ 40・22 

聖句
せ い く

 主
しゅ

は地球
ちきゅう

のはるか上
うえ

に座
ざ

して、地
ち

に

住
す

む者
もの

をいなごのように見
み

られる。    

22節
せつ

 

 

 ここにある「地球
ちきゅう

」は、もともと「地
ち

の丸
まる

み」

とか「円
えん

」という言葉
こ と ば

なんだって。地球
ちきゅう

が平
ひら

た

いものだと信じられていたころが昔
むかし

あって、

この聖書
せいしょ

の言葉
こ と ば

を見
み

たコロンブスは「地球
ちきゅう

は丸
まる

い」と言
い

ったとか！そしてほんとに丸
まる

かった！ 

「天
てん

を幕
まく

のようにひろげ」というのもおもし

ろいね。宇宙
うちゅう

はすごい速
はや

さで大
おお

きくひろがって

るの、知
し

ってる？ 

聖書
せいしょ

っておもしろくて、ふしぎで、だれも知
し

らなかったときから、正
ただ

しいことを教
おし

えてくれ

る教科書
きょうかしょ

のようだね！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、聖書
せいしょ

は地球
ちきゅう

のことも正
ただ

しく

記
しる

されたものだと知
し

りました。 



 

 7 月 5 日（水） 

聖書
せ い し ょ

 イザヤ 40・22 

聖句
せ い く

 主
しゅ

は地球
ちきゅう

のはるか上
うえ

に座
ざ

して、地
ち

に 

住
す

む者
もの

をいなごのように見
み

られる。

23節
せつ

 

 

宇宙
うちゅう

のこと、考
かんが

えたことある？  

たとえば太陽
たいよう

から地球
ちきゅう

までは１億
おく

5000万
まん

km

あって、時速
じ そ く

100kmで 1日
にち

24時間
じ か ん

×171年
ねん

かけて

やっと到着
とうちゃく

する距離
き ょ り

！宇宙
うちゅう

っておそろしく大
おお

きいね！ 

ある人
ひと

は、この宇宙
うちゅう

が「神
かみ

様
さま

」だと思
おも

うみた

い。神
かみ

様
さま

の目
め

から見
み

たら、ちっぽけなわたした

ちが考
かんが

える神
かみ

様
さま

もまた、ちっぽけなものだな

あと思
おも

いませんか？ 

神
かみ

様
さま

の手
て

におさまらないものはない。神
かみ

様
さま

は

人
ひと

の想像
そうぞう

をはるかにこえたお方
かた

です！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたは、わたしたちが

想像
そうぞう

できるすべてのものよりも、もっと

大
おお

きなお方
かた

です。 

 

 

 

  7 月 7 日（金） 

聖書
せ い し ょ

 イザヤ 40・25 

聖句
せ い く

 それで、あなたがたは、わたしをだ

れにくらべ、わたしは、だれにひと

しいというのか       25節
せつ

 

 

だれもが心
こころ

のどこかで、自分
じ ぶ ん

に幸
しあわ

せをくれ

る、救
すく

ってくれる神
かみ

様
さま

を探
さが

しているんだろうな。

そのしょうこに、昔
むかし

から、どの国
くに

の人
ひと

たちも大
おお

きな像
ぞう

や建物
たてもの

を建
た

てたり、木
き

や金
きん

で神
かみ

様
さま

の形
かたち

を作
つく

ってみたり、神
かみ

様
さま

と交信
こうしん

しようとしたり、

パワースポットに行
い

ったりするもんね。 

でも、人
ひと

を造
つく

った神
かみ

様
さま

は、人
ひと

の目
め

に見
み

えるも

のでもないし、自分
じ ぶ ん

から出
で

かけていかないと会
あ

えないとか、形
かたち

にしないといけないお方
かた

では

ないよね。この世界
せ か い

のどんなものも、神
かみ

様
さま

とく

らべることはできないよね！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、この世界
せ か い

であなたとくらべ

られるものはなにもありません！ 

 

 

 7 月 6 日（木） 

聖書
せ い し ょ

 イザヤ 40・23～24 

聖句
せ い く

 もろもろの君
きみ

を無
な

きものとせられ、 

地
ち

のつかさたちを、むなしくされる。         

23節
せつ

 

 

「この人
ひと

にさからったらこわい」って思
おも

う人
ひと

はいますか？ある人
ひと

には、お父
とう

さんやお母
かあ

さん、

ある人
ひと

には会社
か し ゃ

のえらい人
ひと

、ある人
ひと

にはおまわ

りさん、ある人
ひと

には王
おう

様
さま

かもしれません。 

人
ひと

は自分
じ ぶ ん

より力
ちから

がある人
ひと

、自分
じ ぶ ん

におそろし

いことをするかもしれない人
ひと

をこわいと思
おも

っ

てしまうんだね。 

でも、どんな人
ひと

もどんな力
ちから

も、神
かみ

様
さま

の前
まえ

に

はちっぽけなもの。神
かみ

様
さま

を信
しん

じる人
ひと

、神
かみ

様
さま

にし

たがって生
い

きる人
ひと

には、この神
かみ

様
さま

がついておら

れると思
おも

うと、もうなにもこわくないよね！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたがついていてくださ

るので、こわくありません。あなたにし

たがって生
い

きます。 

 

 

 

  7 月 8 日（土） 

聖書
せ い し ょ

 イザヤ 40・26 

聖句
せ い く

 主
しゅ

は数
かず

をしらべて万軍
ばんぐん

をひきいだ

し、おのおのをその名
な

で呼
よ

ばれる。  

26節
せつ

 

 

 あなたには、尊敬
そんけい

している人
ひと

っていますか？ 

その人
ひと

がりっぱであればあるほど、なんだか

自分
じ ぶ ん

とはとおいような気持
き も

ちになるよね。 

 でもね、神
かみ

様
さま

はとおい存在
そんざい

ではないんだって。

この世界
せ か い

のたくさんの星
ほし

たちや生
い

き物
もの

、わたし

たちを造
つく

られた神
かみ

様
さま

は、ひとつひとつ、一人
ひ と り

ひ

とりを知
し

り、愛
あい

し、名前
な ま え

を知
し

っておられるんだ

ね！そして、今日
き ょ う

も、これからも、すべてを知
し

っ

ていてくださる神
かみ

様
さま

の愛
あい

とお守
まも

りの中
なか

で生
い

き

ていけるなんて、すごいことだね！ 

 神
かみ

様
さま

、ありがとう！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、小
ちい

さなわたしのことも知
し

っ

ていて、愛
あい

し、守
まも

っていてくださること

をありがとうございます！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
し ょ

 イザヤ 6・1～7 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 聖
せい

なる神
かみ

 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 聖
せい

なるかな、聖
せい

なるかな、聖
せい

な

るかな、万軍
ばんぐん

の主
しゅ

、その栄光
えいこう

は

全地
ぜ ん ち

に満
み

つ。   イザヤ 6・3 

目
も く

  標
ひょう

 神
かみ

が聖
せい

なるお方
かた

であることを覚
おぼ

えて生
い

きる。 

 

 

 

 

 

  7 月 10 日（月） 

聖書
せ い し ょ

 イザヤ 6・1 

聖句
せ い く

 わたしは主
しゅ

が高
たか

くあげられたみく

らに座
ざ

し、その衣
ころも

のすそが神殿
しんでん

に満
み

ちているのを見
み

た。      1節
せつ

 

 

ウジヤというすばらしい、りっぱな王様
おうさま

につ

かえていたイザヤは、王様
おうさま

がなくなったときに

この経験
けいけん

をしました。 

神様
かみさま

を知
し

っていたつもり、したがっていたつ

もりでも、じつは「そこに神様
かみさま

がおられること」

を体験
たいけん

したことがなかった…それはイザヤだ

けじゃなくて、わたしたちもだよね？ 

自分
じ ぶ ん

がいちばんたよりにしていたなにかが

なくなったとき、ほんとうにいちばんたよりに

するべきお方
かた

を見
み

ることができるチャンスな

んだね。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたがここにおられるこ

とを、わたしにも体験
たいけん

させてください。 

 

 

  7 月 9 日（日） 
聖書
せ い し ょ

 イザヤ 6・3 

聖句
せ い く

 聖
せい

なるかな、聖
せい

なるかな、聖
せい

なるか

な、万軍
ばんぐん

の主
しゅ

、その栄光
えいこう

は全地
ぜ ん ち

に満
み

つ。               

3節
せつ

 

  

天使
て ん し

が神様
かみさま

を賛美
さ ん び

するとき「聖
せい

なる」だけ

じゃたりず、「聖
せい

なる、聖
せい

なる」でもまだたり

ず、「聖
せい

なる、聖
せい

なる、聖
せい

なる」というしかな

いくらい、神様
かみさま

はきよい、聖
せい

なるお方
かた

なんだね。 

 わたしたちが知
し

っている「きよい」だと、「顔
かお

がキレイ」「心
こころ

がきれい」くらいしか思
おも

いつか

ないね。そう、わたしたちが知
し

っているきよさ

は目
め

に見
み

えるか、思
おも

いつくものでしか考
かんが

えら

れないけれど、神様
かみさま

はことばでは表
あらわ

せない、

どこまでも「聖
きよ

い」お方
かた

なんだね！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたは想像
そうぞう

をはるかにこ

えた「聖
きよ

い」お方
かた

であることを知
し

りまし

た。 

 

 

 

 

  7 月 11 日（火） 

聖書
せ い し ょ

 イザヤ 6・2 

聖句
せ い く

 その上
うえ

にセラピムが立
た

ち、おのおの

六
むっ

つの翼
つばさ

をもっていた。    2節
せつ

 

 

 六
むっ

つの翼
つばさ

がある天使
て ん し

たちの名前
な ま え

はセラピム。

それを見
み

ただけでもなにかとんでもないもの

を見
み

てしまった！と思
おも

うだろうね。 

 だけどどうだろう。そんな天使
て ん し

たちも顔
かお

をか

くし、足
あし

をかくし、「神様
かみさま

の前
まえ

では、わたした

ちはちっぽけなものです」と言
い

っているかのよ

うだね！ 

 そんな神様
かみさま

のことを、べつ次元
じ げ ん

の、とおくは

なれた知
し

らない人
ひと

のようにではなく、「天
てん

のお

父様
とうさま

」と呼
よ

び、おいのりができるなんて、すご

いことじゃない！？ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたは天使
て ん し

もおそれるほ

どのお方
かた

なのに、こうして天
てん

のお父
とう

様
さま

と

呼
よ

べることを感謝
かんしゃ

します。 

 



 

 7 月 12 日（水） 

聖書
せ い し ょ

 イザヤ 6・4 

聖句
せ い く

 その呼
よ

ばわっている者
もの

の声
こえ

によっ 

て敷
しき

居
い

の基
もとい

が震
ふる

い動
うご

き、神殿
しんでん

の中
なか

に 

煙
けむり

が満
み

ちた。        4節
せつ

 

 

自分
じ ぶ ん

の考
かんが

え方
かた

や生
い

き方
かた

がまったく変
か

わって

しまうことにであったとき「人生
じんせい

がひっくり

返
かえ

った」とか「考
かんが

えをゆり動
うご

かされた」って

いうことがあるんだ。あなたはまだ若
わか

くて、そ

んな地震
じ し ん

にでもあうようなできごとは思
おも

いつ

かないかもしれないね。 

でもね、神様
かみさま

に出会
で あ

うこと、神様
かみさま

がどんなお

方
かた

で、わたしたちになにをしてくださったかを

知
し

るなら…それがあなたにとって心
こころ

からのも

のであればあるほど、あなたの人生
じんせい

はゆり動
うご

か

され、ひっくりかえるんだよ！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、小
ちい

さなわたしの考
かんが

えや生
い

き方
かた

を、あなたはひっくり返
かえ

してくださ

るお方
かた

です。 

 

 

 

  7 月 14 日（金） 

聖書
せ い し ょ

 イザヤ 6・6～7 

聖句
せ い く

 見
み

よ、これがあなたのくちびるに触
ふ

れたので、あなたの悪
あく

は除
のぞ

かれ、あ

なたの罪
つみ

はゆるされた。    7節
せつ

 

 

神様
かみさま

がどこまでも「聖
きよ

い」ということは、罪
つみ

の世界
せ か い

をかんぜんにうけ入
い

れないということ

です。だけど、神様
かみさま

は「まったく聖
きよ

い」と同時
ど う じ

に「まったく愛
あい

」のお方
かた

です。 

それは「あなたは罪
つみ

でけがれているから、わ

たしにふさわしくない」「滅
ほろ

びればいい」と、

わたしたちに罪
つみ

があるままほったらかしにし

ない、ということです。 

「わたしは罪人
つみびと

です」とみとめて神様
かみさま

の前
まえ

に

でるとき、人
ひと

を愛
あい

してやまない神様
かみさま

は、その罪
つみ

を完全
かんぜん

にとりのぞくことのできるお方
かた

です。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしの罪
つみ

をかんぜんにと

りのぞいて、きよくしてください。 

 

 

 7 月 13 日（木） 

聖書
せ い し ょ

 イザヤ 6・5 

聖句
せ い く

 わざわいなるかな、わたしは滅
ほろ

びる

ばかりだ。          5節
せつ

 

 

神様
かみさま

に出会
で あ

うまで知
し

らなかったこと。それは

自分
じ ぶ ん

の心
こころ

が罪
つみ

でまっ黒
くろ

だったということ。罪
つみ

があるままでは神様
かみさま

によろこばれないこと。 

イザヤは神様
かみさま

の「聖
きよ

さ」を見
み

たとき、今
いま

まで

人
ひと

やまわりばかりを責
せ

めていたこと、自分
じ ぶ ん

の国
くに

だけ救
すく

われればいいと思
おも

っていたこと…自分
じ ぶ ん

だけは正
ただ

しいと思
おも

っていたけど、なんておろか

で、どうしようもない、けがれた者
もの

だろうと気
き

づかされたんだ。 

神様
かみさま

の前
まえ

に出
で

る、ということは、自分
じ ぶ ん

の罪
つみ

の

大
おお

きさを知
し

るということなんだね。 

これはとてもたいせつなことなんだよ。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしもあなたの前
まえ

にでる

なら、自分
じ ぶ ん

が正
ただ

しくきよいとは言
い

えない

者
もの

です。 

 

 

 

  7 月 15 日（土） 

聖書
せ い し ょ

 イザヤ 6・6～7 

聖句
せ い く

 見
み

よ、これがあなたのくちびるに触
ふ

れたので、あなたの悪
あく

は除
のぞ

かれ、あ

なたの罪
つみ

はゆるされた。    7節
せつ

 

 

神様
かみさま

を信
しん

じている人
ひと

ならきっと、イザヤと同
おな

じようなふしぎな体験
たいけん

をしたい！と思
おも

うよ

ね！でも、あなたにもすでに、このふしぎな

体験
たいけん

は起
お

きたのを知
し

っていますか？ 

イザヤは、天使
て ん し

が運
はこ

んだ祭壇
さいだん

の炭火
す み び

を口
くち

にふ

れて罪
つみ

が赦
ゆる

されたけれど、わたしたちは、イエ

ス様
さま

の十字架
じゅうじか

の死
し

がわたしのためだった！と

うけ入
い

れたときに、罪
つみ

が赦
ゆる

されたんだね。 

天使
て ん し

よりもすばらしい、神様
かみさま

のひとり子
ご

イエ

ス様
さま

がこれをしてくださったんだもの！ 

罪
つみ

はかんぜんに赦
ゆる

されたと、信
しん

じますか？ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

によってかんぜん

に罪
つみ

が赦
ゆる

されたと信
しん

じます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
し ょ

 Ⅰヨハネ 4・7～11 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 愛
あい

なる神
かみ

 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 神
かみ

は愛
あい

である。 Ⅰヨハネ 4・8 

目
も く

  標
ひょう

 十字架
じゅうじか

に示
しめ

された神
かみ

の愛
あい

を覚
おぼ

え、

神
かみ

を愛
あい

し、人
ひと

を愛
あい

して生
い

きる。 

 

 

 

 

 

 7 月 17 日（月） 

聖書
せ い し ょ

 Ⅰヨハネ 4・8 

聖句
せ い く

 愛
あい

さない者
もの

は、神
かみ

を知
し

らない。神
かみ

は愛
あい

である。           8節
せつ

 

 

 「愛
あい

さない者
もの

は、神
かみ

を知
し

らない」ですって！

あなたには、きらいな人
ひと

がいますか？ お友
とも

だ

ちといっしょに、だれかの悪口
わるくち

を言
い

ったりして

いないでしょうか。神様
かみさま

を信
しん

じているはずなの

に、人
ひと

をきらったり、悪口
わるくち

を言
い

ってしまう。そ

れは、ほんとうに神様
かみさま

のことを知
し

っていないか

らなのです。だって、神様
かみさま

は愛
あい

なんですから。

神様
かみさま

の愛
あい

は、どんな人
ひと

も愛
あい

する愛
あい

です。神様
かみさま

の

愛
あい

をほんとうに知
し

ったら、きらったり、悪口
わるくち

な

んて言
い

わなくなります。 

ドキッとした、あなた。もっと神様
かみさま

のことを

知
し

るひつようがありそうです。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたが愛
あい

であると知
し

りまし

た。あなたをもっと知
し

って、愛
あい

することが

できる人
ひと

になりたいです。 

 

 7 月 16 日（日） 
聖書
せ い し ょ

 Ⅰヨハネ 4・7 

聖句
せ い く

 わたしたちは互
たがい

に愛
あい

し合
あ

おうでは

ないか。愛
あい

は、神
かみ

から出
で

たものなので

ある。            7節
せつ

 

 

 「愛
あい

しあおう！」と書
か

いたのは、十二
じゅうに

使徒
し と

の

ひとり、ヨハネ。彼
かれ

は「愛
あい

の使徒
し と

」とよばれる

くらい、愛
あい

でいっぱいの人
ひと

でした。でも、はじ

めから愛
あい

のある人
ひと

だったわけではないんです。

もともとは、おこりんぼうだったみたい！ で

も、神様
かみさま

の大
おお

きな愛
あい

を知
し

って、愛
あい

の人
ひと

に変
か

えら

れたんです。 

家族
か ぞ く

への愛
あい

、お友
とも

だちへの愛
あい

、いろんな愛
あい

が

あると思
おも

うけど、そもそも愛
あい

は神様
かみさま

からでたも

の。あなたを変
か

えてくださるほどの神様
かみさま

の愛
あい

、

本当
ほんとう

の愛
あい

をしっかりうけとめてください。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたの大
おお

きな愛
あい

を、わた

しに教
おし

えてください。わたしを愛
あい

の人
ひと

に

変
か

えてください。 

 

 

 

 7 月 18 日（火） 

聖書
せ い し ょ

 Ⅰヨハネ 4・9 

聖句
せ い く

 神
かみ

はそのひとり子
ご

を世
よ

につかわし、

彼
かれ

によってわたしたちを生
い

きるよう

にして下
くだ

さった。       9節
せつ

 

 

 ひとり子
ご

、というのは「ひとりっこ」という

意味
い み

ではないんですよ。けっして、だれも代
か

わ

りになることはできない、たったひとりの子
こ

、

という意味
い み

。 

父
ちち

なる神様
かみさま

にとって、イエス様
さま

ほど大切
たいせつ

な

存在
そんざい

はありませんでした。代
か

わりになる存在
そんざい

な

んてありませんでした。これだけは、だれにも

わたしたくない、というくらいに大切
たいせつ

なひとり

子
ご

イエス様
さま

を、わたしたちのためにつかわして

くださったのです。神様
かみさま

が、どんなにあなたを愛
あい

しているか、伝
つた

わってきませんか。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたにとっていちばん

大切
たいせつ

なイエス様
さま

をつかわすほど、わたし

を愛
あい

してくださり、本当
ほんとう

に感謝
かんしゃ

します。 



 

 7 月 19 日（水） 

聖書
せ い し ょ

 Ⅰヨハネ 4・9 

聖句
せ い く

 それによって、わたしたちに対
たい

する

神
かみ

の愛
あい

が明
あき

らかにされたのである。  

                  9節
せつ

 

 

 ひとり子
ご

イエス様
さま

さえおしまないで、わたし

たちのためにつかわして下
くだ

さった神様
かみさま

。そのこ

とによって、「神様
かみさま

は、ほんとうにわたしたち

のことを愛
あい

してくださっているんだ！」という

ことがハッキリわかるでしょう！ 

ただ口
くち

だけで「愛
あい

していますよ」と言
い

っても、

それがほんとうかどうか、わからないですね。

でも、神様
かみさま

は口
くち

だけじゃありません。愛
あい

をしっ

かり行動
こうどう

にうつして、愛
あい

がわかるようにしてく

ださったんです。ちゃんと行動
こうどう

にうつす愛
あい

が、

わたしたちにもひつようですね。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたのように、口先
くちさき

だけで

なく、愛
あい

をおこなう人
ひと

にならせてください。 

 

 

 

 

 7 月 21 日（金） 

聖書
せ い し ょ

 Ⅰヨハネ 4・10 

聖句
せ い く

 わたしたちの罪
つみ

のためにあがないの

供
そな

え物
もの

として、御子
み こ

をおつかわしに

なった。ここに愛
あい

がある。   10節
せつ

 
 

 わたしたちの罪
つみ

がゆるされるためには、イエ

ス様
さま

が罪
つみ

のみがわりに十字架
じゅうじか

にかかるしか、

方法
ほうほう

はありませんでした。父
ちち

なる神様
かみさま

にとって、

なにより大切
たいせつ

なイエス様
さま

を十字架
じゅうじか

につける。

神様
かみさま

がどんなにつらく、くるしい思
おも

いをされた

か、考
かんが

えたことがありますか。胸
むね

が引
ひ

きさか

れるような思
おも

いをしながら神様
かみさま

は、わたしたち

が滅
ほろ

びないようにイエス様
さま

をつかわされたの

です。 

こんな大
おお

きな愛
あい

は、ほかにありません。ほん

とうの愛
あい

を持
も

っておられるのは、神様
かみさま

だけです。 
 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたはどんなにつらくても、

わたしの罪
つみ

をゆるすためにイエス様
さま

をつかわ

されました。それほどまで、わたしを愛
あい

してく

ださり、感謝
かんしゃ

でいっぱいです。 

    

 7 月 20 日（木） 

聖書
せ い し ょ

 Ⅰヨハネ 4・10 

聖句
せ い く

 わたしたちが神
かみ

をあいしたのではな

く、神
かみ

がわたしたちを愛
あい

してくだ

さって、           10節
せつ

 

 

 わたしたちは、神様
かみさま

からはなれて、神
かみ

様
さま

にた

いして罪
つみ

をおかしてきた存在
そんざい

です。罪
つみ

をなかっ

たことにはできない、永遠
えいえん

のほろびに行
い

くしか

ない。でも、なんと神
かみ

様
さま

のほうから「ゆるして

あげたい、救
すく

ってあげたい！」と、わたしたち

に愛
あい

をしめしてくださったのです。 

自分
じ ぶ ん

にたいして悪
わる

いことばかりする人
ひと

に、

「ゆるしてあげたい！」と思
おも

える？ 「あんな人
ひと

ゆるさない！」と思
おも

ってしまうのでは？ でも

神様
かみさま

はちがう。罪
つみ

だらけのわたしたちなのに、

神
かみ

様
さま

のほうから愛
あい

してくださったのです。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたにたいして罪
つみ

だらけの

わたしを、あなたのほうから愛
あい

してくださ

いました。心
こころ

から感謝
かんしゃ

します。 

 

 

 

 7 月 22 日（土） 

聖書
せ い し ょ

 Ⅰヨハネ 4・7～11 

聖句
せ い く

 神
かみ

がこのようにわたしたちを愛
あい

して

下
くだ

さったのであるから、わたしたちも

互
たがい

に愛
あい

し合
あ

うべきである。  11節
せつ

 

 

 これほどまでに、わたしたちを愛
あい

してくださ

る神様
かみさま

。わたしたちも心
こころ

から神様
かみさま

を愛
あい

しましょ

う。そして、人
ひと

をきらったり、悪口
わるくち

を言
い

うので

はなく、たがいに愛
あい

し合
あ

うようになること。こ

れが神様
かみさま

のみこころ、神様
かみさま

のわたしたちへの願
ねが

いです。だから、まず神様
かみさま

がわたしたちに愛
あい

を教
おし

えてくださったのです。 

クリスチャンの、いちばんの特徴
とくちょう

はね、「神様
かみさま

と人
ひと

を愛
あい

する」人
ひと

だということ。神様
かみさま

の愛
あい

を知
し

っ

た人
ひと

は、心
こころ

から愛
あい

することができる人
ひと

になるの

です。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたを 心
こころ

から愛
あい

します。

わたしを、人々
ひとびと

を 心
こころ

から愛
あい

することので

きる人
ひと

にならせてください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
し ょ

 創世記
そうせいき

7・1～24 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 箱舟
はこぶね

なるキリスト 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 あなたと家族
か ぞ く

とはみな箱舟
はこぶね

には

いりなさい。    創世記
そうせいき

7・1 

 

目
も く

  標
ひょう

 箱舟
はこぶね

なるキリストを信
しん

じ、その

救
すく

いの中
なか

に入
はい

る者
もの

となる。 

 

 

 

 

 7 月 24 日（月） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

 7・1～5 

聖句
せ い く

 あなたと家族
か ぞ く

とはみな箱舟
はこぶね

にはいり

なさい。           1節
せつ

 

 

今週
こんしゅう

の暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

です。もう覚
おぼ

えましたか?

きょう注目
ちゅうもく

したいのは、「あなたの家族
か ぞ く

」、特
とく

に、『家族
か ぞ く

』という言葉
こ と ば

です。ノアの家族
か ぞ く

は、奥
おく

さんと、３人
にん

の息子
む す こ

たち、そしてそのお嫁
よめ

さん

たちで、合計
ごうけい

８人
にん

家族
か ぞ く

でした。その８人
にん

だけが 

洪水
こうずい

から救
すく

われました。神様
かみさま

は、家族
か ぞ く

ぐるみ救
すく

 

おうとしておられるのです。あなたの家族
か ぞ く

は何
なん

人
にん

なのかな？  みんなクリスチャンなら

大感謝
だいかんしゃ

! まだの人
ひと

がいたら、「救
すく

ってください」

と神様
かみさま

にしっかりお祈
いの

りし続
つづ

けましょう。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたは家族
か ぞ く

みんなの救
すく

い

を願
ねが

っていてくださり感謝
かんしゃ

します。私
わたし

の

家族
か ぞ く

も全員
ぜんいん

救
すく

われますように。 

 

 

 

 7 月 23 日（日） 
聖書
せ い し ょ

 創世記 7・1～24 

聖句
せ い く

 あなたと家族
か ぞ く

とはみな箱舟
はこぶね

にはいり

なさい。            1節
せつ

 

 

 ノアが六百才
ろっぴゃくさい

の 2月
がつ

17日
にち

に起
お

こった大洪水
だいこうずい

。

想像
そうぞう

できますか？ 日本
に ほ ん

に、2011年 3月
がつ

11日
にち

に起
お

こった地震
じ し ん

と津波
つ な み

！ ここは大丈夫
だいじょうぶ

と思
おも

ってい

た高
たか

い所
ところ

も津波
つ な み

に押
お

し流
なが

されました。ノアの

大洪水
だいこうずい

の時
とき

も人々
ひとびと

は高
たか

い山
やま

にのがれましたが、

地
ち

は全
ぜん

面
めん

、全
まった

く水
みず

におおわれてしまい、箱舟
はこぶね

の外
そと

の生
い

き物
もの

はすべて滅
ほろ

びてしまったのでした。生
い

き残
のこ

ったのは、箱舟
はこぶね

の中
なか

のノアたち、たった８人
にん

だけでした。今
いま

、私
わたし

たちが入
はい

って救
すく

われる箱
はこ

舟
ぶね

と

は、「イエス様
さま

」です。信
しん

じて救
すく

われよう！ 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、この世
よ

は罪
つみ

と汚
けが

れの大洪水
だいこうずい

で

す。イエス様
さま

を信
しん

じて罪
つみ

の中
なか

から救
すく

われま

す。救
すく

いの箱舟
はこぶね

を感謝
かんしゃ

します。 

 

 

 

 

 7 月 25 日（火） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

7・1～5 

聖句
せ い く

 ノアはすべて主
しゅ

が命
めい

じられたように

した。             5節
せつ

 

 

 誰
だれ

もが一
ひと

つの口
くち

と二
ふた

つの耳
みみ

を与
あた

えられていま

す。神様
かみさま

が、「よく聞
き

くのですよ。聞
き

くことが

一番
いちばん

大切
たいせつ

ですよ」とおっしゃっておられるよう

ですね。ノアはでっかい耳
みみ

を二
ふた

つ与
あた

えられてい

たのでしょうか？ いいえ、耳
みみ

の大
おお

きさではなく、

神様
かみさま

のみ声
こえ

がよく聞
き

ける、心
こころ

の耳
みみ

がしっかり開
ひら

かれていたのです。だから、よく聞
き

こえて、そ

してちゃんと言
い

われたとおりにできたのですね。

これを従 順
じゅうじゅん

、すなおに従
したが

う心
こころ

と言
い

います。す

なおに従
したが

う心
こころ

で聞
き

いてこそ、はじめて聞
き

いたこ

とになります。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、救
すく

いのためには、ノアのよく

聞
き

こえた 心
こころ

の耳
みみ

と、すなおな 従
したが

う 心
こころ

が

大切
たいせつ

だったことを知
し

りました。 

 



 

 7 月 26 日（水） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

 7・1～5 

聖句
せ い く

 また空
そら

の鳥
とり

の中
なか

から雄
おす

と雌
めす

とを七
なな

つ

ずつ取
と

って、その種類
しゅるい

が全地
ぜ ん ち

のおも

てに生
い

き残
のこ

るようにしなさい。 3節
せつ

 

 

 「清
きよ

い獣
けもの

の中
なか

から雄
おす

と雌
めす

とを二
ふた

つずつ」「空
そら

 

の鳥
とり

の中
なか

から雄
おす

と雌
めす

とを七
なな

つずつ」取
と

るように、

との神様
かみさま

の命令
めいれい

でした。ノアはすべて、神様
かみさま

が 

命
めい

じられるようにしたのでした! 小
ちい

さな犬
いぬ

や

猫
ねこ

やうさぎやらをつかまえるのはいいけど、そ

れでも逃
に

げ回
まわ

られると大変
たいへん

！ 大
おお

きな動
どう

物
ぶつ

やこ

わそうな動物
どうぶつ

、それに空
そら

の鳥
とり

もつかまえるので

すから、大変
たいへん

だったのかなァと思
おも

ってしまいま

す。きっと神様
かみさま

の助
たす

けがあったのでしょう。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたのご命令
めいれい

が大変
たいへん

に思
おも

え

ても、あなたの方
ほう

から助
たす

けてくださってで

きると信
しん

じます。 

 

 

 

 

 

 7 月 28 日（金） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

 7・13～16 

聖句
せ い く

 そこで主
しゅ

は彼
かれ

のうしろの戸
と

を閉
と

ざさ

れた。            16節
せつ

 

 

 電車
でんしゃ

にすべり込
こ

み「セーフ！」で乗
の

り込
こ

んで、

うしろの戸
と

がスーッてしまったなんて経験
けいけん

あ

りますか？ ひや汗
あせ

ものでしょう。今
いま

は電車
でんしゃ

の

戸
と

も、自分
じ ぶ ん

で閉
し

めるものはほとんどないでしょ

う。ノアの箱舟
はこぶね

の入口
いりぐち

の戸
と

も、実
じつ

は、ノアや家族
か ぞ く

の誰
だれ

かが閉
し

めたのではありませんでした。「主
しゅ

は彼
かれ

のうしろの戸
と

を閉
と

ざされた」とありますか

ら、まちがいなく神様
かみさま

でした！ するともう

絶対
ぜったい

に外
そと

から入
はい

れません。救
すく

いの戸
と

は閉
と

ざされ

たのです。でも、「キリストの救
すく

いの戸
と

」は、

今
いま

も開
ひら

いているから大丈夫
だいじょうぶ

！ 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、今
いま

はまだイエス様
さま

による救
すく

い

の戸
と

はオープンなので感謝
かんしゃ

です。家族
か ぞ く

みん

なが救
すく

われますように。 

 

 

 7 月 27 日（木） 
聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

 7・6～12 

聖句
せ い く

 こうして七日
な ぬ か

の後
のち

、洪水
こうずい

が地
ち

に起
おこ

った。            

10節
せつ

 

 

 「七日
な ぬ か

の後
のち

、わたしは四十日
よんじゅうにち

四十夜
よんじゅうや

、地
ち

に

雨
あめ

を降
ふ

らせて、わたしの造
つく

ったすべての生
い

き

物
もの

を、地
ち

のおもてからぬぐい去
さ

ります」（4）

と、神
かみ

様
さま

はノアに言
い

われました。「あと七日
な ぬ か

し

かない」とノアは心
こころ

ひきしまる思
おも

いで聞
き

いた

ことでしょう。なぜなら、神様
かみさま

が言
い

われたこ

とは、必
かなら

ずその通
とお

りになるということを知
し

っ

ていたからです。ノアは人々
ひとびと

に洪水
こうずい

のことを

伝
つた

えたにちがいありません。でも人々
ひとびと

は、ノ

アと家族
か ぞ く

のことをバカにして聞
き

く耳
みみ

をもたな

かったのです。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたの言
い

われたとおり、

七日後
な ぬ か ご

に洪水
こうずい

が起
おこ

こり、四十日
よんじゅうにち

四十夜
よんじゅうや

、雨
あめ

でした。み言葉
こ と ば

に聞
き

き従
したが

います。 

 

 

 

 

 7 月 29 日（土） 

聖書
せ い し ょ

 使徒
し と

行伝
ぎょうでん

 16・25～34 

聖句
せ い く

 主
しゅ

イエスを信
しん

じなさい。そうしたら、

あなたもあなたの家族
か ぞ く

も救
すく

われます。 

                  31節
せつ

 

 

 このみ言葉
こ と ば

の約束
やくそく

が、どんなに真実
しんじつ

であるか、

たくさんの家族
か ぞ く

が声
こえ

をそろえて、「アーメン」

と言
い

うにちがいありません。この場面
ば め ん

は、パウ

ロとシラスが足
あし

かせをかけられ牢獄
ろうごく

に入
い

れら

れて、最悪
さいあく

と思
おも

えるところです。しかし、ふた

りは神
かみ

に祈
いの

り、さんびを歌
うた

いつづけ、そこに

神様
かみさま

による大地震
だいじしん

が起
お

こり、獄
ごく

の戸
と

があき、囚
しゅう

人
じん

の鎖
くさり

がとけるという奇跡
き せ き

！ しかし、もっと

大
おお

きな奇跡
き せ き

は、この獄屋番
ごくやばん

とその家族
か ぞ く

が主
しゅ

イエ

スを信
しん

じ救
すく

われ、バプテスマを受
う

けたことでし

た! 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、家族
か ぞ く

の救
すく

いのための素晴
す ば

らし

いお約束
やくそく

のみ言葉
こ と ば

をありがとうございます。

信
しん

じて祈
いの

っていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
し ょ

 創世記
そうせいき

12・1～9 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 神
かみ

による旅立
た び だ

ち 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 あなたは国
くに

を出
で

て、親族
しんぞく

に別
わか

れ、

父
ちち

の家
いえ

を離
はな

れ、わたしが示
しめ

す地
ち

に

行
い

きなさい。   創世記
そうせいき

12・1 

目
も く

  標
ひょう

 罪
つみ

から離別
り べ つ

し、神
かみ

の導
みちび

きに従
したが

っ

て生
い

きる者
もの

となる。 

 

 

 

 

 7 月 31 日（月） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

 12・1～3 

聖句
せ い く

 あなたは祝福
しゅくふく

の基
もとい

となるであろう。 

    2節
せつ

 

 

 池
いけ

の中
なか

に小石
こ い し

をひとつポトンと投
な

げ込
こ

むと、

どうなりますか？ そこから、波紋
は も ん

がずん、ず

ん、ずんと広
ひろ

がっていきますね。神様
かみさま

はアブラ

ムさんをその小石
こ い し

のように、そう、祝福
しゅくふく

の輪
わ

を

広
ひろ

げていく小石
こ い し

のように選
えら

ばれました。お父
とう

さ

んのテラと出
で

てきたそのウルの町
まち

は、月
つき

や星
ほし

を

拝
おが

む偶像
ぐうぞう

崇拝
すうはい

の町
まち

でした。そこからきっぱり離
はな

れました。そして神様
かみさま

の導
みちび

きにお従
したが

いしてい

く時
とき

、アブラムさんは祝福
しゅくふく

され、祝福
しゅくふく

の基
もとい

と

して祝福
しゅくふく

を広
ひろ

げていくとの約束
やくそく

でした。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、祝福
しゅくふく

の輪
わ

を広
ひろ

げる小石
こ い し

にな  

れるなんて最高
さいこう

です。私
わたし

もアブラムさん

のようにあなたを信
しん

じ、あなたに従
したが

いた

いです。 

 

 

 7 月 30 日（日） 
聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

 12・1～9 

聖句
せ い く

 あなたは国
くに

を出
で

て、親族
しんぞく

に別
わか

れ、父
ちち

の

家
いえ

を離
はな

れ、わたしが示
しめ

す地
ち

に行
い

きな

さい。            1節
せつ

 

 

 夏休
なつやす

みです。家族
か ぞ く

旅行
りょこう

の計画
けいかく

なんかうれしい

ですよね。何泊
なんぱく

するのかな？ どこまで行
い

くの

かな？ もちろんおうちの人
ひと

たちは、ちゃんと

目的
もくてき

地
ち

も旅費
り ょ ひ

も帰
かえ

ってくる日
ひ

も決
き

めて実行
じっこう

し

ます。アブラムさんは、と言
い

うと…「えー、ど

こへ行
い

くのかわかりません。あー、何日
なんにち

旅
たび

に出
で

るのかわかりません。う～ん、いつ帰
かえ

ってくる

のか、もう帰
かえ

らないのかわかりません」という

ような旅立
た び だ

ちでした！ ただし、まことの神様
かみさま

を信
しん

じて、神様
かみさま

の導
みちび

きにお従
したが

いする旅
たび

でした。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、アブラムさんたちのために、

あなたはきっと素晴
す ば

らしいご計画
けいかく

を持
も

っ

て導
みちび

かれたのだと信
しん

じます。 

 

 

 

 

 8 月 1 日（火） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

 12・4～5 

聖句
せ い く

 アブラムは主
しゅ

が言
い

われたようにいで

立
た

った。           4節
せつ

 

 

 新
あたら

しい出発
しゅっぱつ

！ と言
い

っても、ピカピカの一年
いちねん

生
せい

ではありません。アブラムさんはなんと七十
ななじゅう

五
ご

才
さい

、そのお年
とし

で、新
あら

たな旅立
たびだち

ちでした。「主
しゅ

が

言
い

われたようにいで立
た

った」のでした。いくつ

になっても、どんな時
とき

でも、どんな所
ところ

へでも、

どんな人
ひと

とでも、どんなことでも従
したが

う、これが

本物
ほんもの

の信仰
しんこう

なのですね。アブラムさんと奥
おく

さん

のサライさん、 弟
おとうと

の子
こ

、つまりおいのロトさ

ん、集
あつ

めたすべての財産
ざいさん

プラス何人
なんにん

かの人々
ひとびと

が

旅行団
りょこうだん

でした。団長
だんちょう

は神様
かみさま

でしたね！ 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたが言
い

われたようにお

従
したが

いする信仰
しんこう

をもって、アブラムさんの

ように祝福
しゅくふく

の基
もとい

とされたいです。 

 



 

 8 月 2 日（水） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

 12・6～9 

聖句
せ い く

 そこに彼
かれ

は主
しゅ

のために祭壇
さいだん

を築
きず

いて、

主
しゅ

の名
な

を呼
よん

んだ。       8節
せつ

 

 

 アブラムさんがいつも神様
かみさま

を一番
いちばん

にしてい

たのがよくわかります。神様
かみさま

に示
しめ

されたカナン

の地
ち

にきて、モレのテレビンの木
き

のもとに着
つ

い

たアブラムさんに、神様
かみさま

が現
あらわ

れてくださって、 

「わたしはあなたの子孫
し そ ん

にこの地
ち

を与
あた

えます」

と言
い

われました。アブラムはそこに主
しゅ

のために

祭壇
さいだん

を築
きず

きました。さらにベテルの東
ひがし

の山
やま

に

移
うつ

って、またそこにも祭壇
さいだん

を築
きず

きました。神様
かみさま

 

とお話
はな

しできる所
ところ

、今
いま

は十字架
じゅうじか

のもとですね。

十字架
じゅうじか

の祭壇
さいだん

の前
まえ

でお祈
いの

りしましょう。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、そこに行
い

くといつでも十字
じゅうじ

架
か

を仰
あお

いで、お祈
いの

りができるような、お祈
いの

り

の場所
ば し ょ

をつくり、祈
いの

ります。 

 

 

 

 

 

 8 月 4 日（金） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

 13・8～1 

聖句
せ い く

 アブラムはカナンの地
ち

に住
す

んだが、ロ

トは低地
て い ち

の町々
まちまち

に住
す

み、天幕
てんまく

をソドム

に移
うつ

した。          12節
せつ

 

 

 「身内
み う ち

同士
ど う し

で争
あらそ

うのは良
よ

くない。私
わたし

たちは

別
わか

れましょう。さあ、良
よ

い地
ち

を選
えら

んでください」

と、アブラムさんがおいのロトさんに言
い

いまし

た。「いえいえ、おじさん、あなたがまず選
えら

ん

でください」と、ロトさんは言
い

わなかったので

す！ロトさんの心
こころ

は欲
よく

の心
こころ

、目
め

は欲
よく

の目
め

で、

主
しゅ

の園
その

のようにすみずみまでよく潤
うるお

っていた

ヨルダンの低地
て い ち

を先
さき

に取
と

りました。ロトは罪
つみ

び

とたちの住
す

むソドムに天幕
てんまく

を移
うつ

しました。欲
よく

の

心
こころ

や欲
よく

の目
め

で選
えら

ぶととても危険
き け ん

ですね。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、何
なに

かを選
えら

ぶ時
とき

、どちらかに進
すす

む時
とき

、自分
じ ぶ ん

の欲
よく

の 心
こころ

や目
め

で選
えら

ぶことがな

いように、お守
まも

りください。 

 

 

 8 月 3 日（木） 
聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

 13・1～7 

聖句
せ い く

 アブラムの家畜
か ち く

の牧
ぼく

者
しゃ

たちとロトの

家畜
か ち く

の牧
ぼく

者
しゃ

たちの間
あいだ

に争
あらそ

いがあっ

た。             7節
せつ

 

 

 おっとっと、祝福
しゅくふく

の基
もとい

軍団
ぐんだん

の中
なか

に、争
あらそ

いが

起
おこ

こってきてしまいましたよ。アブラムさんは

家畜
か ち く

もいっぱい飼
か

っていたし、金銀
きんぎん

にも非常
ひじょう

に

富
と

んでいました。おいのロトさんも、羊
ひつじ

、牛
うし

、

そして天幕
てんまく

を持
も

っていたのです。それで、彼
かれ

ら

の家畜
か ち く

が多
おお

すぎるようになってしまい、そこの

地
ち

ではおさまり切
き

れなくなったのでした。そう

なると、それぞれの家畜
か ち く

の牧
ぼく

者
しゃ

たち同士
ど う し

が争
あらそ

い

始
はじ

めてしまいました。財産
ざいさん

や持
も

ち物
もの

が十分
じゅうぶん

にあ

ると、とかく問題
もんだい

が起
お

こりやすいですね。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、豊
ゆた

かに祝福
しゅくふく

されている中
なか

で

も、すべてはあなたからの恵
めぐ

みであること

を決
けっ

して忘
わす

れないで、平和
へ い わ

に過
す

ごしたいで

す。 

 

 

 

 8 月 5 日（土） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

 13・14～18 

聖句
せ い く

 わたしはあなたの子孫
し そ ん

を地
ち

のちりの

ように多
おお

くします。      16節
せつ

 

 

 再
ふたた

び、神様
かみさま

からの祝福
しゅくふく

のお約束
やくそく

がアブラム

さんに臨
のぞ

みました。それは、「ロトがアブラムに

別
わか

れた後
のち

に」でした（14）。欲深
よくぶか

いロトさんとそ

の一行
いっこう

にお別
わか

れしたあとでした。何
なん

と豊
ゆた

かな

神様
かみさま

からの祝福
しゅくふく

のお約束
やくそく

でしょう！ あなたが

見
み

わたす地
ち

はすべて、永久
えいきゅう

にあなたとあなたの

子孫
し そ ん

に与
あた

えます。あなたの子孫
し そ ん

を地
ち

のちりのよ

うに多
おお

くします。私
わたし

たちもアブラムさんのよう

に、偶像
ぐうぞう

崇拝
すうはい

の罪
つみ

、その他
た

の罪
つみ

から離
はな

れ、ロト

さんのような欲
よく

からも離
はな

れましょう。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、アブラムさんのように、しっ

かりあなたに従
したが

って、豊
ゆた

かに祝福
しゅくふく

され、

祝福
しゅくふく

を流
なが

れさせてください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
し ょ

 創世記
そうせいき

26・12～22 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 イサクの井戸掘
い ど ほ

り 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 柔和
にゅうわ

な人
ひと

たちは、さいわいであ

る、彼
かれ

らは地
ち

を受
う

けつぐであろう。     

マタイ 5・5 

目
も く

  標
ひょう

 神
かみ

に信頼
しんらい

して、柔
にゅう

和
わ

な生
い

き方
かた

を

身
み

につける。 

 

 

 

 

 

  8 月 7 日（月） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

26・12～14 

聖句
せ い く

 イサクはその地
ち

に種
たね

をまいて、その

年
とし

に百倍
ひゃくばい

の収穫
しゅうかく

を得
え

た。   12節
せつ

 

 

イサクは、住
す

んでいた場所
ば し ょ

に飢饉
き き ん

が起
お

きたの

で少
すこ

しはなれたところにひっこしました。その

場所
ば し ょ

は自分
じ ぶ ん

で決
き

めたのではなく、神様
かみさま

が「この

地
ち

にとどまるなら、わたしはあなたと共
とも

にいて、

あなたを祝福
しゅくふく

する」と言
い

われた場
ば

所
しょ

でした。 

その言葉
こ と ば

に従
したが

うと、イサクは飢
う

えずにすん

だだけでなく、その年
とし

にたくさんの農作物
のうさくもつ

、た

くさんの家畜
か ち く

、たくさんのしもべを持
も

つように

なったのです。 

これは神様
かみさま

に従
したが

ったら祝福
しゅくふく

されたという、

いいお手本
て ほ ん

だね！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしもあなたに 従
したが

って

たくさんの祝福
しゅくふく

をいただけますように。 

 

 

 

  8 月 6 日（日） 
聖書
せ い し ょ

 マタイ 5・5 

聖句
せ い く

 柔和
にゅうわ

な人
ひと

たちは、さいわいである、

彼
かれ

らは地
ち

を受
う

けつぐであろう。 5節
せつ

 

  

夏
なつ

だね！あなたはプールで水
みず

にぷか～っと

浮
う

きたいとき、どんなふうにしますか？きっと

体
からだ

の力
ちから

をふう～っとぬいているんじゃない

かな？浮
う

かないかも！とあばれたりしたら

きっと浮
う

かないだろうね～。 

柔和
にゅうわ

っていうのは、ちょうどそんな感
かん

じ！ 

自分
じ ぶ ん

の力
ちから

でジタバタしないで、神様
かみさま

の導
みちび

かれ

る道
みち

がどんなふうであっても神
かみ

様
さま

を信
しん

じ、神
かみ

様
さま

におまかせするんだ。そのとき神様
かみさま

は、あなた

をいちばん良
よ

いところに導
みちび

いてくださるよ。   

イサクの話
はなし

から柔和
にゅうわ

のことを考
かんが

えよう。  

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしをいちばん良
よ

いとこ

ろに 導
みちび

かれるあなたを信
しん

じて、おまか

せします。 

 

 

 

 

  8 月 8 日（火） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

26・15 

聖句
せ い く

 ペリシテびとは彼
かれ

の父
ちち

アブラハム

の時
とき

に、父
ちち

のしもべたちが掘
ほ

ったす

べての井戸
い ど

をふさぎ、土
つち

で埋
う

めた。   

15節
せつ

 

 

 きのうのお話
はなし

でめでたしめでたし！と思
おも

い

きや…。じつはその土地
と ち

に住
す

んでいたペリシテ

びとたちが、イサクのことをおもしろくない、

とねたんだりひがんだり。 

 神
かみ

様
さま

に従
したが

う生
い

き方
かた

は、もちろん祝福
しゅくふく

される

んだけど、祝福
しゅくふく

の人生
じんせい

というのは「事件
じ け ん

が起
お

き

ない人生
じんせい

」ではないんだ。争
あらそ

いごとや、いや

がらせに巻
ま

きこまれることだってあるし、自分
じ ぶ ん

の立場
た ち ば

をうばわれそうになることも。 

でも、だからと言
い

って、信
しん

じることをなげだ

さない！それがたいせつなのです。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしも信
しん

じ続
つづ

けます。 



 

 8 月 9 日（水） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

26・16～17 

聖句
せ い く

 イサクはそこを去
さ

り、ゲラルの谷
たに

に 

天幕
てんまく

を張
は

ってその所
ところ

に住
す

んだ。17節
せつ

 

 

この時代
じ だ い

、井戸
い ど

というのは、その土地
と ち

を持
も

っ

ているしょうこでした。また、水
みず

がない場所
ば し ょ

だったので、人々
ひとびと

はとても井戸
い ど

をたいせつにし

ていたのです。水
みず

がないと生
い

きられないしね！ 

ふつう、自分
じ ぶ ん

のものをこわされたら怒
おこ

るだろ

うし、直
なお

してよ！とか言
い

うよね。でも、イサク

はそうしなかったんだ。 

イサクは「人々
ひとびと

と争
あらそ

うこと」よりも「神様
かみさま

が

祝福
しゅくふく

してくださる」という気持
き も

ちをえらんだ

んだね。神様
かみさま

の子
こ

どもとして、自分
じ ぶ ん

はどうする

べきか？ちゃんとわかるように、わたしたちも

なりたいね！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、なにが起
お

きても、あなたの

祝福
しゅくふく

を信
しん

じ、とるべき行動
こうどう

をできます

ように。 

 

 

 

  8 月 11 日（金） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

26・19～21 

聖句
せ い く

 ゲラルの羊飼
ひつじかい

たちは、「この水
みず

はわ

れわれのものだ」と言
い

って、イサク

の羊飼
ひつじかい

たちと争
あらそ

った。   20節
せつ

 

 

ゲラルの人
ひと

たちはいじわるだなあ！もうこ

うなると、水
みず

がどうのこうの、じゃなくて、イ

サクたちが憎
にく

いんだろうね！ 

井戸
い ど

の名前
な ま え

「エセク」「シテナ」は「争
あらそ

い」

「敵意
て き い

」という意味
い み

があるんだって。それは人
ひと

の罪
つみ

や、悪魔
あ く ま

のすがたとおなじで、神様
かみさま

と、神
かみ

様
さま

を信
しん

じる人
ひと

たちに向
む

けられるものなんだ。 

だったらよけいに、人
ひと

をうらやましがったり、

いじわるしたりする、昔
むかし

の自分
じ ぶ ん

のようにでは

なく、そういう気持
き も

ちからはなれなきゃね！ 

神様
かみさま

からぜったい、はなれるもんか！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、悪魔
あ く ま

に、あなたからひきは

なされないよう、お守
まも

りください。 

 

 

 8 月 10 日（木） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

26・18 

聖句
せ い く

 イサクは父
ちち

アブラハムの時
とき

に人々
ひとびと

の掘
ほ

った水
みず

の井
い

戸
ど

を再
ふたた

び掘
ほ

った。                

18節
せつ

 

 

イサクのお父
とう

さんアブラハムも昔
むかし

、ここに

井戸
い ど

を掘
ほ

っていたんだね。そこにもきっと、イ

サクが経験
けいけん

したような苦労
く ろ う

がたくさんあった

んだろうな。お父
とう

さんはどうやってのりこえた

かなあ？そっか、きっとこうだったよね、なん

て思
おも

い出
だ

したこともあったかもしれない。 

あなたも、神
かみ

様
さま

を信
しん

じて生
い

きていくときに、

色
いろ

んな出
で

来
き

事
ごと

があって、どうしたらいいかわか

らなくなることもあるだろうね。そんなときは、

信仰
しんこう

の先輩
せんぱい

たちがきっといいお手本
て ほ ん

になって

くれるし、たくさん教
おし

えてくれると思
おも

うよ！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、信仰
しんこう

の先輩
せんぱい

たちの 姿
すがた

から

も、いろいろ学
まな

ぶことができますように。 

 

 

 

 

  8 月 12 日（土） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

26・22 

聖句
せ い く

 いま主
しゅ

がわれわれの場所
ば し ょ

を広
ひろ

げら

れたから、われわれはこの地
ち

にふえ

るであろう。        22節
せつ

 

  

 「神様
かみさま

ってすごい！ありがとう！」という

瞬間
しゅんかん

があなたにもあるんじゃないかな？ 

 その喜
よろこ

びは、すんなりほしいものが手
て

に

入
はい

ったときよりも、お願
ねが

いしてお願
ねが

いして、

苦労
く ろ う

して悩
なや

んで…をのりこえたときのほうが

ずっと大
おお

きいはず！ 

じつは、悩
なや

んだり苦
くる

しかったりする中
なか

で、

神様
かみさま

を信
しん

じることや、神様
かみさま

がどんなお方
かた

か、な

にがたいせつなのかなど、たくさんのかけがえ

のないことを学
まな

んでいるんだね！  

柔和
にゅうわ

、ということも身
み

についていくんだね！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、悩
なや

むときにも、たいせつな

ことを学
まな

ばせてくださり感謝
かんしゃ

します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
し ょ

 創世記
そうせいき

28・10～22 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 神
かみ

がこの所
ところ

に 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 まことに主
しゅ

がこの所
ところ

におられ

るのに、わたしは知
し

らなかった 

               創世記
そうせいき

28・16  

目
も く

  標
ひょう

 共
とも

におられる神
かみ

に目
め

を向
む

けて生
い

きる。 

 

 

 

 

 8 月 14 日（月） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

 28・10～11 

聖句
せ い く

 一
ひと

つの所
ところ

に着
つ

いた時
とき

、日
ひ

が暮
く

れたの

で、そこに一夜
い ち や

を過
す

ごし、その所
ところ

の石
いし

を取
と

ってまくらとし、そこに伏
ふ

して

寝
ね

た。            11節
せつ

 

 

あなたも一人
ひ と り

旅
たび

をしたことがありますか？

まだないでしょうね。子
こ

どもだけで電車
でんしゃ

に乗
の

っ

てという旅行
りょこう

はあるかな？ ここのヤコブは全
まった

くひとりぽっち､しかも初
はじ

めて家
いえ

から出
で

たので

す。レンズ豆
まめ

の時
とき

だけでなく､そのあともう一
いち

度
ど

､父
ちち

と兄
あに

をだまして｢祝福
しゅくふく

｣を奪
うば

ってしまい､

もう家
いえ

にいられなくて旅
たび

に出
で

ました。夜
よる

になり

冷
つめ

たい石
いし

をまくらにして､どんなに心細
こころぼそ

かった

ことでしょう。一
ひと

つの所
ところ

に着
つ

いた時
とき

､実
じつ

はそこ

で神様
かみさま

がヤコブを待
ま

っていました！  

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、人
ひと

がたったひとりでいる時
とき

、

あなたが近
ちか

づいてくださるとわかって、

ひとりでいても恐
こわ

くありません。 

 

 8 月 13 日（日） 
聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

 28・10～22 

聖句
せ い く

 まことに主
しゅ

がこの所
ところ

におられるの

に、わたしは知
し

らなかった。  16節
せつ

 

 

 「えーっ、こんな所
ところ

に教会
きょうかい

があったんだー」

と、今
いま

まで何回
なんかい

もその道
みち

を通
とお

っていても見
み

えて

いなかったということがあります。心
こころ

の目
め

が開
ひら

いていなかったのですね。ヤコブもそうでした。

「えーっ、ここに神様
かみさま

が共
とも

にいてくださったの

に、わたしは知
し

らなかった」と叫
さけ

んだのでした。

それは一番
いちばん

大切
たいせつ

なお方
かた

、共
とも

にいてくださる神様
かみさま

に、心
こころ

の目
め

が向
む

けられた最高
さいこう

に幸
しあわ

せな瞬間
しゅんかん

で

した。今
いま

、この神様
かみさま

は、信
しん

じるわたしとも共
とも

に

いてくださることを知
し

っていますか？ 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、肉眼
にくがん

では見
み

えないあなたを、

心
こころ

の目
め

を開
ひら

いて、いつもしっかりみなが

ら毎日
まいにち

歩
ある

いていけますように。 

 

 

 

 

 8 月 15 日（火） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

 28・12 

聖句
せ い く

 時
とき

に彼
かれ

は夢
ゆめ

をみた。   12節
せつ

 

 

 「きょうはどんな夢
ゆめ

が見
み

えるのかな」と毎晩
まいばん

、

楽
たの

しみに寝
ね

る人
ひと

もあるそうです。あなたもよく

夢
ゆめ

を見
み

ますか？ イエス様
さま

の夢
ゆめ

だと最高
さいこう

です

ね！ でも、追
お

いかけられる夢
ゆめ

とか、恐
こわ

い夢
ゆめ

とか

はいやですね。ヤコブはここで、神様
かみさま

の夢
ゆめ

を見
み

た

のです！ 一
ひと

つのはしごが地
ち

の上
うえ

に立
た

っていま

す。そのてっぺんは天
てん

に達
たっ

しています。そして

そのはしごを、神
かみ

の使
つか

いたちが上
のぼ

ったり、下
くだ

っ

たりしているではありませんか。夢
ゆめ

を見
み

させて

くださるのも、実
じつ

は神
かみ

様
さま

なのでしょう。 

 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、眠
ねむ

っている時
とき

に夢
ゆめ

を見
み

るのも

不思議
ふ し ぎ

です。あなたは夢
ゆめ

によっても正
ただ

しく

導
みちび

いてくださり感謝
かんしゃ

です。 

 



 

 8 月 16 日（水） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

 28・13～15 

聖句
せ い く

 わたしはあなたの父
ちち

アブラハムの神
かみ

、

イサクの神
かみ

、主
しゅ

である。    13節
せつ

 

 

 次
つぎ

の瞬間
しゅんかん

です！ 神様
かみさま

がヤコブのそばに

立
た

って言
い

われます。「わたしはあなたの父
ちち

アブ

ラハムの神
かみ

、イサクの神
かみ

、主
しゅ

である。あなたが

伏
ふ

している地
ち

を、あなたと子孫
し そ ん

とに与
あた

えよう」

と。そして、子孫
し そ ん

が地
ち

のチリのように多
おお

くなっ

て、まわりの人
ひと

たちはヤコブと子孫
し そ ん

とによって

祝
しゅく

福
ふく

されること。何
なに

より、神様
かみさま

はヤコブと共
とも

に

いて、ヤコブがどこに行
い

くとしても、彼
かれ

を守
まも

り、

この地
ち

に連
つ

れ帰
かえ

る、そして、決
けっ

してヤコブを捨
す

 

てず、語
かた

ったことを行
おこな

うと言
い

われます。 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、ヤコブのための何
なん

とすばらし

い約束
やくそく

でしょう！ これはまたあなたを信
しん

じる私
わたし

のためでもあります。 

 

 

 

 

 8 月 18 日（金） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

 28・18～19 

聖句
せ い く

 その所
ところ

の名
な

をベテルと名
な

づけた。 

    19節
せつ

 

 

 あなたにとっても「ここ！」という記念
き ね ん

の場
ば

所
しょ

がありますか？ もちろん、生
う

まれた所
ところ

はそ

うですよね。ヤコブにとって、ここ、ベテル（神
かみ

の家
いえ

）と名
な

づけた場所
ば し ょ

は、記念
き ね ん

の場所
ば し ょ

となりま

した。初
はじ

めて、神様
かみさま

とお出会
で あ

いした忘
わす

れること

のできない場所
ば し ょ

でした。つまり、新
あたら

しく生
う

ま

れ変
か

わって、神様
かみさま

と共
とも

に歩
ある

きはじめた所
ところ

です。

身体
か ら だ

が生
う

まれた所
ところ

以上
いじょう

に、魂
たましい

が新
あたら

しく生
う

ま

れた所
ところ

、罪
つみ

を悔
く

い改
あらた

めて、ゆるされ神
かみ

の子
こ

と

され、水
みず

のバプテスマを受
う

ける所
ところ

(母
ぼ

教会
きょうかい

）

は、もっと大
おお

きな記念
き ね ん

の場所
ば し ょ

ですね！ 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしも本気
ほ ん き

であなたとお

会
あ

いして、水
みず

のバプテスマを受
う

けて、記
き

念
ねん

の場所
ば し ょ

ベテルをもちたいです。 

 

 

 8 月 17 日（木） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

 28・16～17 

聖句
せ い く

 これはなんという恐
おそ

るべき所
ところ

だろ

う。これは神
かみ

の家
いえ

である。これは天
てん

の

門
もん

だ。            17節
せつ

 

 

 眠
ねむ

りからさめて、神様
かみさま

とお会
あ

いしていた夢
ゆめ

か

らもさめて、ヤコブは思
おも

わず叫
さけ

びました、「まこ

とに主
しゅ

がこの所
ところ

におられるのに、わたしは知
し

ら

なかった」。初
はじ

めて家
いえ

を離
はな

れ、なつかしい家族
か ぞ く

や、

近所
きんじょ

の人
ひと

たちからも遠
とお

く離
はな

れて、たったひとり

になっちゃって…と、とても淋
さび

しい悲
かな

しい思
おも

い

をしていたヤコブには、大
おお

きな驚
おどろ

きであり、喜
よろこ

びだったのですね。これは神
かみ

の家
いえ

（ベテル）だ、

天
てん

の門
もん

だと心
こころ

がひきしまる思
おも

いもしました。も

うひとりではありません。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、ヤコブは初
はじ

めてハッキリとあ

なたを見
み

て、生
う

まれ変
か

わりました。わたし

も心
こころ

からあなたを信
しん

じます。 

 

 

 

 

 8 月 19 日（土） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

 28・20～22 

聖句
せ い く

 安
やす

らかに父
ちち

の家
いえ

に帰
かえ

らせてくださる

なら、主
しゅ

をわたしの神
かみ

といたしましょ

う。             21節
せつ

 

 

 ヤコブは誓
ちか

いを立
た

てて、神様
かみさま

にお祈
いの

りします。

が、たくさんの条件
じょうけん

付
つ

きのお祈
いの

りです。「神
かみ

が

わたしと共
とも

にいてくださるなら」「わたしの行
い

くこの道
みち

でわたしを守
まも

ってくださるなら」「食
た

べるパンと着
き

る着物
き も の

をくださるなら」「安
やす

らか

に父
ちち

の家
いえ

に帰
かえ

らせてくださるなら」主
しゅ

をわたし

の神
かみ

といたしましょうとね。そして、「神
かみ

がくだ

さるすべての物
もの

の十分
じゅうぶん

の一
いち

をわたしは必
かなら

ずあ

なたにささげます」と誓
ちか

いを立
た

てました。押
お

し

のける者
もの

ヤコブの性質
せいしつ

がのぞいています。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしの祈
いの

りも、もしかし

たら条件
じょうけん

付
つ

きのお祈
いの

りになっていまし

たら、おゆるしください。改
あらた

めます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
し ょ

 創世記
そうせいき

50・15～21 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 すべてを良
よ

きに変
か

える神
かみ

 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 神
かみ

はそれを良
よ

きに変
かわ

らせて、

今日
こんにち

のように多
おお

くの民
たみ

の命
いのち

を救
すく

おうと計
はか

らわれました。 

創世記
そうせいき

50・20 

目
も く

  標
ひょう

 すべてのことを益
えき

としてくださ

る神
かみ

を信
しん

じて生
い

きる。 

 

 

 

 

  8 月 21 日（月） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

50・15 

聖句
せ い く

 ヨセフはことによるとわれわれを

憎
にく

んで、われわれが彼
かれ

にしたすべて

の悪
あく

に、仕返
し か え

しするに違
ちが

いない。 

              15節
せつ

 

 

人生
じんせい

で、ずっと心
こころ

にのこる暗
くら

い気
き

もち。そ

れは自分
じ ぶ ん

のしてきた悪
わる

い行
おこな

いやしっぱいで、

だれかを傷
きず

つけてしまったことじゃないかな。 

ヨセフのお兄
にい

さんたちも、ヨセフにした過去
か こ

の罪
つみ

のために、ずっと苦
くる

しんでいたみたい。 

はっきりと「赦
ゆる

された自覚
じ か く

」がないまま過
す

ご

すということは、このお兄
にい

さんたちのように、

おそれや不安
ふ あ ん

、うたがいを持
も

ったまま過
す

ごすこ

とになってしまう…それではざんねんだね！ 

あなたの心
こころ

はどうですか？ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、罪
つみ

のためにだれかをおそれ

たり不安
ふ あ ん

になることがないようにお守
まも

りください。 

 

  8 月 20 日（日） 
聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

50・5 

聖句
せ い く

 神
かみ

はそれを良
よ

きに変
かわ

らせて、今日
こんにち

の

ように多
おお

くの民
たみ

の命
いのち

を救
すく

おうと計
はか

らわれました。        8節
せつ

 

  

 神
かみ

様
さま

がみんなにねがっていること、わかるか

な？それは、神
かみ

様
さま

がえらんだ人
ひと

たちがどんどん

増
ふ

えひろがっていくこと！…ってことは、せっ

かくえらばれた人
ひと

が、それをじゃましたり、い

やだ！そんなの知
し

らない！なんて言
い

っていた

ら神
かみ

様
さま

の計画
けいかく

が進
すす

まないってこと！  

 神
かみ

様
さま

のえらんだ人
ひと

が、家族
か ぞ く

をつくり、民族
みんぞく

に

なっていくためになにをすればいいのか、ヨセ

フはよくわかっている人
ひと

でした。神
かみ

様
さま

の心
こころ

に

自分
じ ぶ ん

の心
こころ

を合
あ

わせたんだね。あなたはどうで

すか？ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたの心
こころ

にわたしの心
こころ

もあわせられますように。 

 

 

 

 

  8 月 22 日（火） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

50・16～17 

聖句
せ い く

 今
いま

どうかあなたの父
ちち

の神
かみ

に仕
つか

える

しもべらのとがをゆるしてください。    

17節
せつ

 

 

 とりかえしがつかないくらい悪
わる

いことをし

てしまったら、「ごめんなさい」と言
い

うのさえ、

むずかしいことがあります。お兄
にい

さんたちも、

ヨセフに謝
あやま

るのに、だれかが間
あいだ

に入
はい

ってくれ

ないと、怖
こわ

くて気
き

もちを伝
つた

えられませんでした。 

 イエス様
さま

は、ちょうど、罪
つみ

を怒
おこ

って人
ひと

をさば

く神
かみ

様
さま

と、罪
つみ

人
びと

の間
あいだ

に入
はい

ってくださった方
かた

だ

ね。イエス様
さま

がいてくださるから「神
かみ

様
さま

、ごめ

んなさい」と言
い

うことができるし、イエス様
さま

が

身
み

代
がわ

りに十
じゅう

字
じ

架
か

につかれたから、神
かみ

様
さま

がもう

あなたに怒
おこ

ることがなくなったんだね。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、人
ひと

とあなたの間
あいだ

にイエス

様
さま

がいてくださることを感謝
かんしゃ

します。 



 

 8 月 23 日（水） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

50・18 

聖句
せ い く

 このとおり、わたしたちはあなたの

しもべです。        18節
せつ

 

 

「しもべ」というのはどれいのこと。 

昔
むかし

、ヨセフのお兄
にい

さんたちは、ヨセフばか

りお父
とう

さんに愛
あい

されるのが憎
にく

くて、ヨセフを

売
う

ってしまったので、ヨセフはどれいとして

何年
なんねん

もすごしたのでした。 

けれどもどうでしょう。自分
じ ぶ ん

たちのしてきた

ことが原因
げんいん

で、お兄
にい

さんたちはヨセフに「どれ

いにしてください」と言
い

うしかないのです。 

自分
じ ぶ ん

の罪
つみ

をみとめるだけでなく、罪
つみ

の責任
せきにん

を

負
お

うというのは、とてもたいへんなことです。 

だから、わたしたちにはイエス様
さま

の十字架
じゅうじか

が

あるんだね。イエス様
さま

、ありがとう！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしに負
お

いきれない、罪
つみ

の責任
せきにん

をイエス様
さま

が負
お

ってくださるこ

とを感謝
かんしゃ

します。 

 

 

 

  8 月 25 日（金） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

50・20 

聖句
せ い く

 神
かみ

はそれを良
よ

きに変
かわ

らせて、今日
こんにち

の

ように多
おお

くの民
たみ

の命
いのち

を救
すく

おうと計
はか

らわれました。       20節
せつ

 

 

人
じん

生
せい

にはときどき「いやだなあ」と思
おも

うこと、

神
かみ

様
さま

がわざと、あなたを苦
くる

しめようとしている

ように感
かん

じることもあるかもしれません。 

でも、そうではありません。人
じん

生
せい

で、いろん

なまちがいやしっぱいや事故
じ こ

があるのは、たい

ていはわたしたちの責任
せきにん

です。 

神
かみ

様
さま

は、そういう人
ひと

の弱
よわ

さがあったとしても、

かならず「良
よ

きに変
か

わらせ」ることのできるお

方
かた

です。あれがあったから、今
いま

の自分
じ ぶ ん

があるん

だ、と思
おも

わせてくださるお方
かた

だよ！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、すべてのことを良
よ

きに変
か

え

てくださるあなたに信頼
しんらい

します。これか

らもともにいてください。 

 

 

 8 月 24 日（木） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

50・19 

聖句
せ い く

 恐
おそ

れることはいりません。わたしが

神
かみ

に代
かわ

ることができましょうか。              

19節
せつ

 

 

ヨセフは、今
いま

はどれいではなく、エジプトの

大臣
だいじん

でした。お兄
にい

さんたちをどれいにするだけ

でなく、殺
ころ

すこともかんたんにできる立場
た ち ば

です。 

でもどうでしょう。ヨセフはお兄
にい

さんたちを

殺
ころ

しもしないし、どれいにもしませんでした。 

ヨセフは神
かみ

様
さま

が、つらいとき、くるしいとき、

共
とも

にいて、人
じん

生
せい

を導
みちび

かれるお方
かた

だと知
し

ってい

ました。神
かみ

様
さま

だけが、人
ひと

のいのちを動
うご

かすこと

のできるお方
かた

だと、経験
けいけん

していたのです。 

神
かみ

様
さま

にすべてのことをおまかせできる人
じん

生
せい

ってすばらしいね。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしの人
じん

生
せい

も、あなたに

全部
ぜ ん ぶ

おまかせします。 

 

 

 

 

  8 月 26 日（土） 

聖書
せ い し ょ

 創世記
そうせいき

50・21 

聖句
せ い く

 彼
かれ

は彼
かれ

らを慰
なぐさ

めて、親切
しんせつ

に語
かた

った。   

21節
せつ

 

 

 ヨセフは、お兄
にい

さんたちを赦
ゆる

しただけでなく、

丸
まる

ごとうけ入
い

れて養
やしな

うとまで言
い

いました。お

兄
にい

さんたちはどれほど嬉
うれ

しかったでしょうね。 

 「赦
ゆる

される」ことは心
こころ

を自由
じ ゆ う

にして立
た

ち上
あ

が

らせる力
ちから

があります。それが本当
ほんとう

の慰
なぐさ

めです。 

 神
かみ

様
さま

の赦
ゆる

しも、わたしたちの心
こころ

を自由
じ ゆ う

にし、

喜
よろこ

びで満
み

たす力
ちから

があるよね。「神
かみ

様
さま

ありがと

う、本当
ほんとう

にありがとう」と感謝
かんしゃ

して生
い

きるとき、

わたしたちもまた、ちょうどヨセフがだれかを

ゆるし、うけ入
い

れ、慰
なぐさ

めたような生
い

き方
かた

がで

きるようになるんだろうね！いや、なろうよ！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、ゆるされ、受
う

け入
い

れられた

者
もの

として、人
ひと

に 慰
なぐさ

めをあたえる生
い

き方
かた

ができますように。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
しょ

 マタイ 9・1～8 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 罪
つみ

を赦
ゆる

すお方
かた

 

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

 子
こ

よ、しっかりしなさい。あな

たの罪
つみ

はゆるされたのだ 

               マタイ 9・2  

目
もく

  標
ひょう

 あらゆる祝福
しゅくふく

に先
さき

だって、罪
つみ

の

赦
ゆる

しの恵
めぐみ

みを受
う

け取
と

る。 

 

 

 

 

 8 月 28 日（月） 

聖書
せいしょ

 マタイ 9・1～8 

聖句
せ い く

 人
ひと

の子
こ

は地上
ち じ ょ う

で罪
つみ

をゆるす権威
け ん い

を

もっていることが、あなたがたにわ

かるために。         6節
せつ

 

 

 「そんなーっ!? 罪
つみ

をゆるせるのは神
かみ

しかい

ないはずだ、この人
ひと

は神
かみ

を汚
けが

している」と、律
りっ

法
ぽう

学
がく

者
しゃ

たちは心
こころ

の中
なか

でぶつぶつ言
い

ったのです。

それをイエス様
さま

はちゃんと見抜
み ぬ

いておられま

した。そして今度
こ ん ど

は、中風
ちゅうぶ

の人
ひと

に、「起
お

きよ、床
とこ

を取
と

り上
あ

げて家
いえ

に帰
かえ

れ」と言
い

われました。する

とどうでしょう!彼
かれ

は起
お

きあがって家
いえ

に帰
かえ

って

行
い

ったのです。病気
びょうき

をいやす力
ちから

も罪
つみ

をゆるす

力
ちから

もみんなイエス様
さま

は持
も

っておられるお方
かた

で

す。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、病気
びょうき

がなおることよりも、  

罪
つみ

がゆるされて、滅
ほろ

びから救
すく

われるという

ことが大切
たいせつ

だとわかります。 

 

 

 8 月 27 日（日） 
聖書
せいしょ

 マタイ 9・１～8 

聖句
せ い く

 子
こ

よ、しっかりしなさい。あなたの罪
つみ

はゆるされたのだ。      2節
せつ

 

 

 

 中風
ちゅうぶ

という病気
びょうき

を知
し

っていますか？ 手
て

や足
あし

が痛
いた

くてふるえる病気
びょうき

です。友
とも

だちはその中風
ちゅうぶ

で苦
くる

しんでいる人
ひと

を床
とこ

の上
うえ

に寝
ね

かせたままでイ

エス様
さま

のみもとに運
はこ

んできました。イエス様
さま

は

その友人
ゆうじん

たちの信仰
しんこう

を見
み

て、中風
ちゅうぶ

の人
ひと

にむかっ

て言
い

われました、「子
こ

よ、しっかりしなさい。あ

なたの罪
つみ

はゆるされたのだ」と！ えっ!?  罪
つみ

が

ゆるされたですって!? と、本人
ほんにん

もみんなも思
おも

っ

たでしょう。病気
びょうき

より罪
つみ

がゆるされる方
ほう

が大事
だ い じ

なのです。 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、病気
びょうき

になった時
とき

、もしかし

てあなたにそむくような罪
つみ

を犯
おか

していないか  

考
かんが

えてみることにします。 

 

 

 

 8 月 29 日（火） 

聖書
せいしょ

 イザヤ 43・22～28 

聖句
せ い く

 わたしこそ、わたし自身
じ し ん

のためにあ

なたのとがを消
け

す者
もの

である。わたしは、

あなたの罪
つみ

を心
こころ

にとめない。 25節
せつ

 

 

 神様
かみさま

は、どんなにかわたしたちの罪
つみ

やとがを

ゆるしたい、きよめたいと願
ねが

っていらっしゃる

かが旧
きゅう

約
やく

聖
せい

書
しょ

の中
なか

にもいくつも記
しる

されていま

す。ご自
じ

分
ぶん

の愛
あい

する民
たみ

イスラエルのために、い

え、それは神
かみ

様
さま

自身
じ し ん

のためだと言
い

われます。「と

がを消
け

す」黒
こく

板
ばん

消
け

しで、サーッとぬぐうと、何
なに

が

書
か

かれていたのかわからなくなります。そのよ

うに私
わたし

のとがやあやまちを消
け

し去
さ

ってくださ

り、罪
つみ

を心
こころ

にとめないと言
い

ってくださいます。 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、罪
つみ

ほど 心
こころ

を苦
くる

しめるものは

ないのに、それを消
け

し去
さ

り、 心
こころ

にとめな

いと言
い

ってくださって感謝
かんしゃ

します。 

 



 

 8 月 30 日（水） 

聖書
せいしょ

 イザヤ 44・21～23 

聖句
せ い く

 わたしはあなたのとがを雲
くも

のように

吹
ふ

き払
はら

い、あなたの罪
つみ

を霧
きり

のように

消
け

した。           22節
せつ

 

 

 青
あお

い空
そら

に浮
う

かぶ白
しろ

い雲
くも

、時
とき

には灰
はい

色
いろ

の雲
くも

や、

黒
くろ

っぽい雲
くも

。ずっとそこにいるように見
み

えるの

もあれば、急
いそ

ぎ足
あし

で飛
と

んでいってしまうものも

あります。そんな雲
くも

のように、神
かみ

様
さま

が私
わたし

のとが

を吹
ふ

き払
はら

って、どこに行
い

ったのか見
み

えなくして

くださる！霧
きり

はめったに見
み

えないかもしれま

せんが、もやーっとかかる霧
きり

がサーッと晴
は

れて

なくなってしまうように、私
わたし

の罪
つみ

もサーッとか

き消
け

してどこに行
い

ったかわからなくしてくだ

さいます。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたが 私
わたし

のとがを雲
くも

のよ

うに吹
ふ

き払
はら

い、罪
つみ

を霧
きり

のように消
け

して晴
は

れ

やかな心
こころ

にしてくださり感
かん

謝
しゃ

です。 

 

 

 

 

 9 月 1 日（金） 

聖書
せいしょ

 Ⅰヨハネ 1・5～7 

聖句
せ い く

 御子
み こ

イエスの血
ち

が、すべての罪
つみ

から

わたしたちをきよめるのである。7節
せつ

 

 

 わたしたちのどうしようもない罪
つみ

がゆるさ

れるたった一
ひと

つのわけがここにあります。罪
つみ

を

犯
おか

す人
ひと

は必
かなら

ず死
し

ななければならないのです。

昔
むかし

は羊
ひつじ

や山羊
や ぎ

の上
うえ

に自分
じ ぶ ん

の罪
つみ

をかぶせて、そ

の動
どう

物
ぶつ

を殺
ころ

して血
ち

を流
なが

しました。今
いま

、私
わたし

たち

のためにイエス様
さま

が十字架
じゅうじか

で死
し

に、血
ち

を流
なが

して

くださいました。一
ひと

つの罪
つみ

も犯
おか

されなかったイ

エス様
さま

の清
きよ

い血
ち

が流
なが

されて、私
わたし

の身
み

代
が

わりと

信
しん

じるなら、すべての罪
つみ

からきよめられるので

す。 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、ほんとうに「すべての罪
つみ

」

から私
わたし

をきよめてくださるイエス様
さま

の

血
ち

の力
ちから

を覚
おぼ

え、光
ひかり

の中
なか

を歩
あゆ

みます。 

 

 

 8 月 31 日（木） 

聖書
せいしょ

 エレミヤ 31・31～34 

聖句
せ い く

 わたしは彼
かれ

らの不義
ふ ぎ

をゆるし、もは

やその罪
つみ

を思
おも

わない。     34節
せつ

 

 

 犯
おか

してしまった罪
つみ

を忘
わす

れさせないで何
なん

度
ど

も思
おも

い出
だ

させては、私
わたし

たちを苦
くる

しめるのは悪
あく

魔
ま

です。 

「あれ、やっただろう!」って、訴
うった

えてくるの

です。でも神様
かみさま

はちがいます。「わたしはゆるし

ますよ、そして、もうその罪
つみ

については思
おも

わな

いことにしています」って！ 神
かみ

様
さま

が、心
こころ

にと

めなかったり、忘
わす

れたり、思
おも

わないなんてでき

るのでしょうか？ できるのです。神
かみ

様
さま

がご自
じ

分
ぶん

でそうおっしゃっておられるのですから！ 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、罪
つみ

を罰
ばっ

することのできるたっ

たひとりのあなたがゆるしてくださり、忘
わす

れてくださるとは恵
めぐ

みです。 

 

 

 

 

 

 9 月 2 日（土） 

聖書
せいしょ

 Ⅰヨハネ 1・8～10 

聖句
せ い く

 もし、わたしたちが自分
じ ぶ ん

の罪
つみ

を告白
こくはく

するならば、神
かみ

は真実
しんじつ

で正
ただ

しいかたで

あるから、その罪
つみ

をゆるし、すべての

不義
ふ ぎ

からわたしたちをきよめて下
くだ

さ

る。             9節
せつ

 

 

 ですから！ 何
なに

よりもまず一
いち

番
ばん

に、私
わたし

たちは

罪
つみ

をゆるしていただくことを求
もと

めていきましょ

う。病
びょう

気
き

がなおっても、罪
つみ

がゆるされていない

なら、それはついには永遠
えいえん

の滅
ほろ

びにいたる病気
びょうき

なのです。どうしますか？「自分
じ ぶ ん

の罪
つみ

を告白
こくはく

す

る」のです。「言
い

いあらわして、お祈
いの

りする」の

です。キャンプでした人
ひと

もありますか。牧
ぼく

師
し

先
せん

生
せい

にお話
はなし

して罪
つみ

を告
こく

白
はく

して、ゆるしきよめてもら

いましょう。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

の十
じゅう

字
じ

架
か

を 私
わたし

の罪
つみ

の刑
けい

罰
ばつ

の身
み

代
が

わりと信
しん

じ、罪
つみ

を告
こく

白
はく

します

ので、ゆるしきよめてください。 



 

 

ラリー・デー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
しょ

 マタイ 14・13～21 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 祝福
しゅくふく

される献
ささ

げ物
もの

 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 パンくずの残
のこ

りを集
あつ

めると、十
じゅう

二
に

のかごにいっぱいになった。 

              マタイ 14・20  

目
も く

  標
ひょう

 所有
しょゆう

する物
もの

、また自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

を、神
かみ

に献
ささ

げる。 

 

 

 

 

 9 月 4 日（月） 

聖書
せ い し ょ

 マタイ 14・13～1 

聖句
せ い く

 イエスはこのことを聞
き

くと、舟
ふね

に

乗
の

ってそこを去
さ

り、自分
じ ぶ ん

ひとりで寂
さび

しい所
ところ

へ行
い

かれた。      13節
せつ

 

 

「このこと」というのは、バプテスマのヨハネ

さんが獄
ごく

の中
なか

で首
くび

を切
き

られて死
し

んだというこ

とでした。イエス様
さま

はとても悲
かな

しまれ、ひとり

静
しず

かに神様
かみさま

にお祈
いの

りに行
い

かれたのですね。私
わたし

た

ちも心
こころ

が痛
いた

くなる時
とき

には神様
かみさま

のところに行
い

っ

て静
しず

まりましょう。しかし、人々
ひとびと

はイエス様
さま

の

所
ところ

に歩
ある

いてあとを追
お

いかけてきました！ それ

ほどにもイエス様
さま

のお話
はなし

が聞
き

きたかったので

す。さぁ、私
わたし

たちは？ 教会
きょうかい

学校
がっこう

でしっかり聞
き

こうね。  

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

のあとを追
お

いかけ 

てまでお 話
はなし

を聞
き

きにきた人々
ひとびと

のように、

私
わたし

もしっかり聞
き

きたいです。 

 

 

 9 月 3 日（日） 
聖書
せ い し ょ

 マタイ 14･13～21 

聖句
せ い く

 パンくずの残
のこ

りを集
あつ

めると、十
じゅう

二
に

の

かごにいっぱいになった。   20節
せつ

 

 

 そこには、イエス様
さま

のお話
はなし

が聞
き

きたくてやっ

てきていた大
おお

勢
ぜい

の人
ひと

がいました。男
おとこ

の人
ひと

だけで

も五
ご

千
せん

人
にん

！ 女
おんな

の人
ひと

や子
こ

どもたちを入
い

れると

一万人
いちまんにん

はゆうに超
こ

えていました。食
た

べ物
もの

はと言
い

えば、パン五
いつ

つと魚
うお

二
に

ひき。えー?! それじゃど

うにもならないでしょ。ところがです。イエス様
さま

にお献
ささ

げしたら、イエス様
さま

の感謝
かんしゃ

のお祈
いの

りで、

パンと魚
うお

は弟
で

子
し

たちの手
て

で配
くば

られ、な、なんと！ 

食
た

べこぼしたパンくずが十二
じゅうに

のかごいっぱい！ 

 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、どんな小
ちい

さなわずかなものも

イエス様
さま

の御手
み て

にさし出
だ

すと、すばらしく

奇跡的
きせきてき

に用
もち

いられ感謝
かんしゃ

です。 

 

 

 

 

 9 月 5 日（火） 

聖書
せ い し ょ

 マタイ 14・15～17 

聖句
せ い く

 わたしたちはここに、パン五
いつ

つと魚
うお

二
に

ひきしか持
も

っていません。  17節
せつ

 

 

 夕方
ゆうがた

になり、人々
ひとびと

の心
こころ

と 魂
たましい

は、イエス様
さま

の

お話
はなし

で満
み

たされましたが、お腹
なか

がすいてきまし

た！ 弟子
で し

たちが「もう解散
かいさん

させて、それぞれ食
た

べ物
もの

を買
か

いに行
い

かせましょう」と言
い

うと、「いや、

あなたがたの手
て

で食物
しょくもつ

をやりなさい」と言
い

われ

ます。弟子
で し

たちは、「エーッ！イエス様
さま

、ここに

はパン五
いつ

つと魚
うお

二
に

ひきしかありません」と言
い

い

ます。実
じつ

はそれは、小
ちい

さな少
しょう

年
ねん

の、その日
ひ

のお

弁
べん

当
とう

でした（ヨハネ 6・9）。どうなる！？ 

 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、その時
とき

の弟子
で し

たちや少年
しょうねん

の

ように、 私
わたし

も小
ちい

さい物
もの

しか持
も

っていませ

ん。でもお献
ささ

げしていきます。 

 



 

 9 月 6 日（水） 

聖書
せ い し ょ

 マタイ 14・18～19 

聖句
せ い く

 イエスは言
い

われた、「それをここに

持
も

ってきなさい」。      18節
せつ

 

 

 イエス様
さま

が、「それをここに持
も

ってきなさ

い」と言
い

われます。あなただったらどうする？

「いやだ！ これはね、ボクのお弁当
べんとう

なんだか

ら、ダーメ！」って言
い

う？ この子
こ

どもも弟
で

子
し

た

ちも、「ハイ」と素直
す な お

にイエス様
さま

にさし出
だ

した

のです。「草
くさ

の上
うえ

にすわりなさい」と人々
ひとびと

に言
い

い、パンと魚
うお

を手
て

のひらにのせ、天
てん

を仰
あお

いで祝
しゅく

福
ふく

し、パンをさいて弟子
で し

たちに渡
わた

すと、弟
で

子
し

た

ちはそれを人々
ひとびと

に与
あた

えました。どんどんどんど

んとね！ 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、何
なん

という心
こころ

暖
あたた

まるイエス様
さま

の愛
あい

のみわざでしょう！イエス様
さま

の手
て

に

のると祝
しゅく

福
ふく

され用
もち

いられるのですね。 

 

 

 

 

 9 月 8 日（金） 

聖書
せ い し ょ

 マタイ 14・20～21 

聖句
せ い く

 食
た

べた者
もの

は、女
おんな

と子供
こ ど も

とを除
のぞ

いて、

おおよそ五千人
ごせんにん

であった。   21節
せつ

 

 

 考
かんが

えれば考
かんが

えるほど、なんてスゴイ奇跡
き せ き

だ

と思
おも

いませんか！ きっと、一番
いちばん

オドロイテ、

カンゲキの頂点
ちょうてん

にいたのは、そのお弁
べん

当
とう

をイ

エス様
さま

におささげした少年
しょうねん

だったにちがいあ

りませんね！ 何
なに

しろ、そんな大勢
おおぜい

の人々
ひとびと

に、

あの恥
は

ずかしいような大麦
おおむぎ

のパン五
いつ

つと小
ちい

さ

な魚
うお

二
に

ひきとが届
とど

けられて、名前
な ま え

も顔
かお

も全
ぜん

然
ぜん

知
し

らないような人
ひと

たちがみんな『満足
まんぞく

』するほど

食
た

べたのですから。小
ちい

さい私
わたし

も小
ちい

さい物
もの

もお

献
ささ

げしたいね！ 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

の手
て

にお献
ささ

げする

時
とき

、その祝福
しゅくふく

は知
し

らない人々
ひとびと

にさえ届
とど

く

なんて、本
ほん

当
とう

に嬉
うれ

しいです。 

 

 

 9 月 7 日（木） 

聖書
せ い し ょ

 マタイ 14・19～21 

聖句
せ い く

 みんなの者
もの

は食
た

べて満
まん

腹
ぷく

した。 20節
せつ

 

 

 

 「みんなの者
もの

」って、何人
なんにん

いましたっけ？ 男
おとこ

の人
ひと

だけでも五千人
ごせんにん

です。女
おんな

の人
ひと

や子
こ

どもを入
い

れると一
いち

万
まん

人
にん

を超
こ

えた人
ひと

たちです。そんな大群
だいぐん

衆
しゅう

でしたよ。そのみんなの者
もの

が「食
た

べて満
まん

腹
ぷく

し

た」のでした!! たったの五
いつ

つのパンと、たった

の二
に

ひきの魚
うお

でですよ！ 信
しん

じられなーい！ と

思
おも

うようなすごい奇跡
き せ き

のみわざでした。そうい

うわけでこの人々
ひとびと

は、イエス様
さま

のお話
はなし

で心
こころ

も

満足
まんぞく

、イエス様
さま

の奇跡
き せ き

でお腹
なか

もいっぱいになり

ました。 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

と共
とも

にいることは素
す

晴
ば

らしいことです。 心
こころ

もお腹
なか

も満
み

たされ

ます。ずーっと一緒
いっしょ

にいます。 

 

 

 

 

 9 月 9 日（土） 

聖書
せ い し ょ

 マタイ 14・20～21 

聖句
せ い く

 パンくずの残
のこ

りを集
あつ

めると、十二
じゅうに

の

かごにいっぱいになった。   20節
せつ

 

 

 朝
あさ

、パンを食
た

べている人
ひと

！ 今頃
いまごろ

はだんだんご

飯
はん

よりパンを食
た

べる人
ひと

が増
ふ

えているのかな？ 

パンくずとありますがパン切
き

れともあります。

配
くば

り残
のこ

し分
ぶん

もきっとまだあったのでしょう。そ

れらの残
のこ

りを集
あつ

めると、十二
じゅうに

のかごにいっぱい

になりました。ヘェ、こんな小
ちい

さなパンくず、

パン切
き

れが…？ 実
じつ

は十
じゅう

二
に

人
にん

のお弟子
で し

さんが一
ひと

かごずつ持
も

ったとして、明日
あ し た

の食
た

べ物
もの

までイエ

ス様
さま

が用意
よ う い

してくださったというわけです！ 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

の奇
き

跡
せき

はほんとに

「至
いた

れり、尽
つ

くせり」です。心
こころ

から喜
よろこ

ん

で私
わたし

も持
もち

物
もの

を皆
みな

お献
ささ

げします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
しょ

 マタイ 14・22～33 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 逆風
ぎゃくふう

の中
なか

でキリストを見
み

る 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 しっかりするのだ、わたしであ

る。恐
おそ

れることはない。 

              マタイ 14・27  

目
も く

  標
ひょう

 人生
じんせい

の逆風
ぎゃくふう

の中
なか

でもキリストを

見上
み あ

げ、信仰
しんこう

を持
も

って前進
ぜんしん

する。 

 

 

 

 

 9 月 11 日（月） 

聖書
せ い し ょ

 マタイ 14・22～23 

聖句
せ い く

 祈
いの

るためひそかに山
やま

へ登
のぼ

られた。

夕方
ゆうがた

になっても、ただひとりそこに

おられた。         23節
せつ

 

 

 一万人
いちまんにん

ほどの人
ひと

を「さようなら」と言
い

って、

お家
うち

に帰
かえ

らせるのって、大変
たいへん

だったでしょうね。

それをイエス様
さま

がされたのです。しかもその

間
あいだ

に、弟子
で し

たちを舟
ふね

に乗
の

り込
こ

ませて、向
む

こう岸
ぎし

へ先
さき

に行
い

くようにさせました。イエス様
さま

は、ど

うされたでしょう？ お祈
いの

りのために山
やま

に登
のぼ

ら

れ、夕方
ゆうがた

になってもまだそこにひとりおられて、

父
ちち

なる神様
かみさま

にお祈
いの

りをされました。実
じつ

はイエス

様
さま

の愛
あい

の奇跡
き せ き

の力
ちから

は、父
ちち

なる神
かみ

様
さま

から来
き

てい

るのでした。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

はあなたとのお交
まじ

わりを愛
あい

されただけでなく、必要
ひつよう

とされ

ていたことがわかりました。 

 

 

 9 月 10 日（日） 
聖書
せ い し ょ

 マタイ 14･22～33 

聖句
せ い く

 しっかりするのだ、わたしである。恐
おそ

れることはない。       27節
せつ

 

 

 自
じ

転
てん

車
しゃ

に乗
の

れますか？ 追
お

い風
かぜ

だと、後
うしろ

から

風
かぜ

が背
せ

中
なか

を押
お

してくれて、スイスイとよく走
はし

れ

るけど、逆風
ぎゃくふう

だと大変
たいへん

ですよね。全然
ぜんぜん

進
すす

まない

ばかりか、もうよろけて転
ころ

げそうになります。

ここの弟子
で し

たちは海
うみ

の上
うえ

の舟
ふね

が乗
の

り物
もの

でした。

逆風
ぎゃくふう

でこぎ悩
なや

んでいる時
とき

、なんと海
うみ

の上
うえ

を歩
ある

い

て来
こ

られるイエス様
さま

を見
み

たのです。「ギャー、

幽霊
ゆうれい

だぁ！」って叫
さけ

ぶ弟子
で し

たちは、「わたしだ、

恐
こわ

がるな」とのイエス様
さま

のお言葉
こ と ば

に安心
あんしん

しまし

た。 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、困
こま

った時
とき

、つらい時
とき

、苦
くる

し

い時
とき

、「わたしだ！」と言
い

ってくださり共
とも

にいてくださるイエス様
さま

を見上
み あ

げます。 

 

 

 

 

 9 月 12 日（火） 

聖書
せ い し ょ

 マタイ 14・24～25 

聖句
せ い く

 イエスは夜
よ

明
あ

けの四時
よ じ

ごろ、海
うみ

の上
うえ

を歩
ある

いて彼
かれ

らの方
ほう

へ行
い

かれた。 25節
せつ

 

 

 弟子
で し

たちの舟
ふね

は…？ 逆風
ぎゃくふう

と波
なみ

に悩
なや

まされて、

木
こ

の葉
は

のように揺
ゆ

れています。イエス様
さま

は、山
やま

の

上
うえ

からちゃんとその様子
よ う す

を見
み

ていてくださいま

した。そして、夜
よ

明
あ

けの四時
よ じ

頃
ごろ

、一
いち

番
ばん

暗
くら

い時
とき

に、

海
うみ

の上
うえ

を歩
ある

いて、弟子
で し

たちの乗
の

っている舟
ふね

の方
ほう

に行
い

かれました。私
わたし

たちが困
こま

っているのも、苦
くる

しんでいるのも、悩
なや

んでいるのもちゃんとご存
ぞん

知
じ

で、海
うみ

の波
なみ

のような困難
こんなん

、悩
なや

みを踏
ふ

みつけて近
ちか

づいてくださるのがイエス様
さま

です。 

 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、誰
だれ

にも知
し

られなくてもイエ

ス様
さま

はちゃんと 私
わたし

の悩
なや

みを知
し

って近
ちか

づ

いてくださり、感謝
かんしゃ

します。 

 



 

 9 月 13 日（水） 

聖書
せ い し ょ

 マタイ 14・26 

聖句
せ い く

 弟子
で し

たちは、イエスが海
うみ

の上
うえ

を歩
ある

い

ておられるのを見
み

て、幽霊
ゆうれい

だと言
い

っ

ておじ惑
まど

い、恐怖
きょうふ

のあまり叫び声
さけ  ごえ

を

あげた。                26節
せつ

 

 

 逆風
ぎゃくふう

はビュービュー吹
ふ

きつけるし、波
なみ

はド

ドーッ、バシャーンって舟
ふね

の中
なか

にも入
はい

ってきま

す。それだけで、さすがの漁師
りょうし

だった弟子
で し

たち

も、青
あお

い顔
かお

だったでしょう。おまけに、海
うみ

の上
うえ

を歩
ある

いて近
ちか

づいてくる影
かげ

が見
み

えた時
とき

、もう彼
かれ

ら

の恐
おそ

れは頂点
ちょうてん

にきちゃって、叫
さけ

び声
ごえ

をあげて

しまいました、「ギャー、幽霊
ゆうれい

だ！」って。大
だい

の

男
おとこ

たちだって、これほど恐
こわ

い思
おも

いをしたこと

はなかったかも。その影
かげ

はイエス様
さま

なのにね。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、恐
おそ

ろしい思
おも

いをする時
とき

、そこ

にいてくださるイエス様
さま

をしっかり見
み

る

ことができるように助
たす

けてください。 

 

 

 

 

 9 月 15 日（金） 

聖書
せ い し ょ

 マタイ 14・28～29 

聖句
せ い く

 ペテロは舟
ふね

からおり、水
みず

の上
うえ

を歩
ある

いて

イエスのところへ行
い

った。   29節
せつ

 

 

 「なぁ～んだ、イエス様
さま

、あなたでしたか」

と、弟子
で し

たちはどんなにか心
こころ

がホッとし、嬉
うれ

し

くなったにちがいありません。ペテロがどうし

たかを見
み

ればよくわかります。「主
しゅ

よ、あなた

でしたか。では、わたしに命
めい

じて、水
みず

の上
うえ

を渡
わた

っ

てみもとに行
い

かせてください」と言
い

うと、「お

いでなさい」とのイエス様
さま

のお言
こと

葉
ば

！ そこで

なんとペテロは水
みず

の上
うえ

を歩
ある

いてイエス様
さま

のと

ころへ行
い

ったのでした。ホントウニ！ 

 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

と同
おな

じように水
みず

の上
うえ

を歩
ある

いてイエス様
さま

のみもとに行
い

ったペテ

ロの大胆
だいたん

と勇気
ゆ う き

はスゴイです。 

 

 

 9 月 14 日（木） 

聖書
せ い し ょ

 マタイ 14・27 

聖句
せ い く

 しっかりするのだ、わたしである。恐
おそ

れることはない。       27節
せつ

 

 

 さすがにイエス様
さま

です。弟子
で し

たちの叫
さけ

び声
ごえ

を

聞
き

くやいなや、「すぐに」彼
かれ

らに声
こえ

をかけて言
い

われました、「しっかりするのだ、わたしであ

る。恐
おそ

れることはない」と。何
なん

て力
ちから

強
づよ

い、頼
たよ

り

になるイエス様
さま

のお言葉
こ と ば

でしょう！私
わたし

たちに

も、イエス様
さま

はいつでも、どんな時
とき

でも、こう

いうふうに声
こえ

をかけていてくださるのです。

「あっ、イエス様
さま

だ」とわかると、もう恐
おそ

れな

くてもいいのです。しっかり立
た

つことができま

すね。 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、これ以上
いじょう

、 心
こころ

が励
はげ

まされ、

安心
あんしん

と 力
ちから

が与
あた

えられるみ言葉
こ と ば

はありませ

ん。共
とも

にいてくださるイエス様
さま

を感謝
かんしゃ

しま

す。 

 

 

 

 9 月 16 日（土） 

聖書
せ い し ょ

 マタイ 14・30～33 

聖句
せ い く

 ふたりが舟
ふね

に乗
の

り込
こ

むと、風
かぜ

はやん

でしまった。         32節
せつ

 

 

 ところが、です。次
つぎ

の瞬間
しゅんかん

、ペテロはイエス

様
さま

から目
め

を離
はな

して、風
かぜ

を見
み

てしまいました。す

るとそのとたんに、恐
おそ

ろしくなってしまい、し

かもブクブクおぼれかけたのでした。ペテロは

叫
さけ

びました、「主
しゅ

よ、お助
たす

けください」と。こ

こでもイエス様
さま

は「すぐに」手
て

を伸
の

ばし、ペテ

ロをつかまえて言
い

われました、「信仰
しんこう

の薄
うす

い者
もの

よ、なぜ疑
うたが

ったのか」。ふたりが舟
ふね

に乗
の

り込
こ

ん

でいくと風
かぜ

はやんでしまいました。さすがです

ね。 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

を私
わたし

の心
こころ

にお迎
むか

え

していさえすれば、どんなつらい時
とき

、苦
くる

し

い時
とき

も平安
へいあん

でいられます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
し ょ

 出
しゅつ

エジプト 2・1～10 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 モーセの誕生
たんじょう

 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 信仰
しんこう

によって、モーセの生
うま

れた

とき、両 親
りょうしん

は、三
さん

か月
げつ

のあいだ

彼
かれ

を隠
かく

した。 

へブル 11・23 

目
も く

  標
ひょう

 危機
き き

の中
なか

で信仰
しんこう

によって神
かみ

の

助
だす

けを求
もと

める。 

 

 

 

 

 9 月 18 日（月） 

聖書
せ い し ょ

 出
しゅつ

エジプト 2・1～2 

聖句
せ い く

 女
おんな

はみごもって、男
おとこ

の子
こ

を生
う

んだ。 

2節
せつ

 

 

この時代
じ だ い

、イスラエルの女性
じょせい

が男
おとこ

の子
こ

を生
う

むということは、その男
おとこ

の子
こ

が必
かなら

ず死
し

ななけ

ればならないということでした。 

王
おう

様
さま

の命令
めいれい

に、なんの抵抗
ていこう

もできない、力
ちから

の

ない、弱
よわ

く小
ちい

さな赤
あか

ちゃん。けれども、神
かみ

様
さま

は

赤
あか

ちゃんモーセを見
み

すてませんでした。やがて、

この赤
あか

ちゃんがエジプトの王
おう

様
さま

にも勝
か

てる力
ちから

を神
かみ

様
さま

から与
あた

えられる大人
お と な

になっていくのを、

いったいだれが想像
そうぞう

できたでしょう！   

救
すく

おうと思
おも

う者
もの

を救
すく

う、神
かみ

様
さま

のご計画
けいかく

は、わ

たしたちの想像
そうぞう

をはるかに超
こ

えているね！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、モーセを守
まも

ってくださった

あなたの救
すく

いの力
ちから

を私
わたし

も信
しん

じます。 

 

 

 

  9 月 17 日（日） 
聖書
せ い し ょ

 へブル 11・23 

聖句
せ い く

 信仰
しんこう

によって、モーセの生
うま

れたと

き、両親
りょうしん

は，三
さん

か月
げつ

のあいだ彼
かれ

を隠
かく

した。           23節
せつ

 

 

 モーセの時代
じ だ い

のお話
はなし

！エジプトの王様
おうさま

は国
くに

の中
なか

でどんどん増
ふ

えるイスラエルの人々
ひとびと

の力
ちから

が怖
こわ

くなり、イスラエルの男
おとこ

のあかちゃんを

殺
ころ

すように命
めい

じました。でも、あかちゃんモー

セのお母
かあ

さんは、神様
かみさま

の下
くだ

さった特別
とくべつ

な命
いのち

を

見
み

て、この子
こ

に生
い

きていてほしい、いや、この

子
こ

は生
い

きていく子
こ

だ！と信
しん

じたのです。だから、

見
み

つかったら何
なに

をされるかわからなかったけ

ど、恐
おそ

ろしい王様
おうさま

の命
めい

令
れい

も恐
おそ

れませんでした。

そして 3
さん

か月
げつ

の間
あいだ

、あかちゃんを守
まも

り育
そだ

てた

のです。神様
かみさま

に勇気
ゆ う き

づけられた信仰
しんこう

って強
つよ

いん

です！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、どんな危険
き け ん

なときも、勇気
ゆ う き

づけられた恐
おそ

れない信仰
しんこう

を下
くだ

さい。 

 

 

 

 9 月 19 日（火） 

聖書
せ い し ょ

 出
しゅつ

エジプト 2・3～4 

聖句
せ い く

 子
こ

をその中
なか

に入
い

れ、これをナイル川
がわ

の岸
きし

の葦
あし

の中
なか

に置
お

いた。    3節
せつ

 

 

 自分
じ ぶ ん

じゃどうにもできず、だれにもお願
ねが

いで

きないとき、あなたはどうするかな？ 

あの赤
あか

ちゃんモーセのお母
かあ

さんも、自分
じ ぶ ん

の

力
ちから

だけでは赤
あか

ちゃんを守
まも

ってあげられないと

きがやってきました。でもね、お母
かあ

さんは赤
あか

ちゃんを見
み

すてるのではなく、赤
あか

ちゃんの運命
うんめい

を神
かみ

様
さま

におまかせする方法
ほうほう

をえらんだのです。

そして、川岸
かわぎし

の葦
あし

という草
くさ

のしげみに、丈夫
じょうぶ

な

カゴに入
い

れた赤
あか

ちゃんを、そっとうかべたので

した。赤
あか

ちゃんのお姉
ねえ

さんも神
かみ

様
さま

がどうなさる

のか、ずっと見守
み ま も

っていましたよ。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、どうしようもないとき、わ

たしの運命
うんめい

をおまかせします。 

 



 

 9 月 20 日（水） 

聖書
せ い し ょ

 出
しゅつ

エジプト 2・5～6 

聖句
せ い く

 ときにパロの娘
むすめ

が身
み

を洗
あら

おうと、

川
かわ

に降
お

りてきた。       5節
せつ

 

 

赤
あか

ちゃんがおかれた川
かわ

岸
ぎし

というのは、なんと

エジプト王
おう

様
さま

の娘
むすめ

（お姫
ひめ

様
さま

）が水
みず

あびをする

場所
ば し ょ

でした。赤
あか

ちゃんが見
み

つかったら殺
ころ

される

のが当
あ

たり前
まえ

です！どうしよう！！ 

でも神
かみ

様
さま

は、お姫
ひめ

様
さま

にやさしい、あわれみの

心
こころ

を与
あた

えられたので、赤
あか

ちゃんを見
み

つけたお

姫
ひめ

様
さま

はカゴの中
なか

の赤
あか

ちゃんを「かわいそう」と

思
おも

い、守
まも

ってあげようと考
かんが

えたのです。 

そして、赤
あか

ちゃんは、あの恐
おそ

ろしい殺害
さつがい

命令
めいれい

を出
だ

したはずのエジプトの王
おう

様
さま

の娘
むすめ

の子
こ

ども

となって守
まも

られていきました。フシギ！ 

神
かみ

様
さま

は人
ひと

の心
こころ

も変
か

えてくださるお方
かた

だね！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしたちが危
あぶ

ないとき、

人
ひと

の 心
こころ

を変
か

えてでも、ふしぎなことを

起
お

こしてくださると信
しん

じます。 

 

 

 

 9 月 22 日（金） 

聖書
せ い し ょ

 出
しゅつ

エジプト 2・9 

聖句
せ い く

 女
おんな

はその子
こ

を引
ひ

き取
と

って、これに

乳
ちち

を与
あた

えた。         9節
せつ

 

 

あなたは、神
かみ

様
さま

に自分
じ ぶ ん

を守
まも

ってもらうことは、

自分
じ ぶ ん

の力
ちから

で自分
じ ぶ ん

を守
まも

るよりむずかしいと思
おも

い

ますか？自分
じ ぶ ん

のことは自分
じ ぶ ん

で！って思
おも

ってい

ませんか？ 

だけど、あなたを造
つく

り、あなたのことを全部
ぜ ん ぶ

知
し

っておられる神
かみ

様
さま

にあなたを丸
まる

ごとおまか

せするとき、神
かみ

様
さま

はけっして悪
わる

いようにされな

いだけでなく、憐
あわれ

んで祝福
しゅくふく

してくださるよ。   

あの赤
あか

ちゃんのお母
かあ

さんが、神
かみ

様
さま

におまかせ

したとき、お乳
ちち

をあげる乳
う

母
ば

となってもう一度
い ち ど

赤
あか

ちゃんといっしょにすごせたみたいにね。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、自分
じ ぶ ん

の 力
ちから

でなんとかする

のではなく、わたしを丸
まる

ごとおまかせし

ます。あなたの憐
あわれ

みと祝福
しゅくふく

をわたしに

もください。 

 

 9 月 21 日（木） 

聖書
せ い し ょ

 出
しゅつ

エジプト 2・7～8 

聖句
せ い く

 少女
しょうじょ

は行
い

ってその子
こ

の母
はは

を呼
よ

んで

きた。            8節
せつ

 

 

 お姫
ひめ

様
さま

が赤
あか

ちゃんを見
み

つけるのをとおくか

ら見
み

ていた赤
あか

ちゃんのお姉
ねえ

さん。ただ見
み

ている

だけではお姫
ひめ

様
さま

が赤
あか

ちゃんをつれていってし

まい、もう二度
に ど

と自分
じ ぶ ん

の 弟
おとうと

に会
あ

えないかも。 

でもだいじょうぶ！神
かみ

様
さま

はこんなとき、神
かみ

様
さま

を信
しん

じる人
ひと

にはとびきりの勇気
ゆ う き

と知恵
ち え

、恐
おそ

れな

い心
こころ

をくれるって知
し

ってください。 

赤
あか

ちゃんのお姉
ねえ

さんは、思
おも

いきってお姫
ひめ

様
さま

の

所
ところ

に行
い

き「赤
あか

ちゃんにお乳
ちち

をあげられる人
ひと

を

よんできましょうか？」と言
い

いました。そして、

赤
あか

ちゃんのお母
かあ

さんをつれてきたのです！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしにも、ここというと

きにはとびきりの勇気
ゆ う き

と知恵
ち え

、おそれな

い心
こころ

を与
あた

えてください。 

 

 

 

 

 9 月 23 日（土） 

聖書
せ い し ょ

 出
しゅつ

エジプト 2・10 

聖句
せ い く

 彼女
かのじょ

はその名
な

をモーセと名
な

づけて

言
い

った、「水
みず

の中
なか

からわたしが引
ひ

き

出
だ

したからです」。      10節
せつ

 

 

 モーセの名前
な ま え

は「引
ひ

き出
だ

す」っていう意味
い み

な

んだって。 

最初
さいしょ

は殺
ころ

されるはずの赤
あか

ちゃんだったけれ

ど、神
かみ

様
さま

によって命
いのち

を引
ひ

き（助
たす

け）出
だ

され、

エジプトのお姫
ひめ

様
さま

に水
みず

の中
なか

から引
ひ

き出
だ

された

赤
あか

ちゃんにぴったりの名前
な ま え

だね！それだけで

はなく、モーセを通
とお

して、エジプトで奴隷
ど れ い

に

なって苦
くる

しめられていたイスラエルの人々
ひとびと

を

引
ひ

き出
だ

し（助
たす

け出
だ

し）たい、という神
かみ

様
さま

のご計画
けいかく

が、この名前
な ま え

にこめられているんだね！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、苦
くる

しむ人
ひと

を助
たす

けるために、

あなたにとっていちばんいいご計画
けいかく

が

あることを信
しん

じます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
し ょ

 ヨシュア 6・1～20 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 ヨシュアとエリコの町
まち

 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 そうすれば、町
まち

の周囲
しゅうい

の石垣
いしがき

は、

くずれ落
お

ち、民
たみ

はみなただちに進
すす

んで、攻
せ

め上
の

ぼることができる。    

ヨシュア 6・5 

 

目
も く

  標
ひょう

 人間的
にんげんてき

な方法
ほうほう

でなく、神
かみ

の方法
ほうほう

によって勝利
しょうり

を得
え

る。 

 

 

 

 

  9 月 25 日（月） 

聖書
せ い し ょ

 ヨシュア 6・2 

聖句
せ い く

 見
み

よ、わたしはエリコと、その王
おう

お

よび大勇士
だいゆうし

を、あなたの手
て

にわたし

ている。           2節
せつ

 

 

イスラエルの人
ひと

たちがどうやってもたおせ

ないと思
おも

う敵
てき

の町
まち

。だけど神様
かみさま

は「あなたたち

はもう勝
か

っているよ！」と言
い

われました。 

戦
たたか

ってもいないのに？そうです！ 

神様
かみさま

は、神様
かみさま

を信
しん

じる人
ひと

にはどんな問題
もんだい

や

悪魔
あ く ま

にも勝
か

てる力
ちから

をくださるお方
かた

です。そし

て、あなたの先頭
せんとう

に立
た

って悪魔
あ く ま

と戦
たたか

ってくだ

さるお方
かた

だから！ 

なんでもできる神様
かみさま

が「もう勝
か

ったよ！」と

約束
やくそく

してくれるなら、どんなことにも勇気
ゆ う き

を

もって立
た

ち向
む

かえるよね！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、どんなこともにも勝
か

てるあ

なたの力
ちから

を信
しん

じます。 

 

 

  9 月 24 日（日） 
聖書
せ い し ょ

 ヨシュア 6・5 

聖句
せ い く

 そうすれば、町
まち

の周囲
しゅうい

の石垣
いしがき

は、く

ずれ落
お

ち、民
たみ

はみなただちに進
すす

んで、

攻
せ

め上
のぼ

ぼることができる。   5節
せつ

 

 

 イスラエルの人
ひと

たちが、大
おお

きくて頑丈
がんじょう

なエ

リコの町
まち

の壁
かべ

を崩
くず

すためにしたことはなんで

しょう？ただ、神様
かみさま

の言
い

うとおり、壁
かべ

のまわり

を毎日
まいにち

回
まわ

っただけでした！ 

わたしたちは、問題
もんだい

が起
お

きると、なんとか

自分
じ ぶ ん

で解
かい

決
けつ

しなきゃ！と考
かんが

えてしまいます。

目
め

で見
み

えるものだけを信
しん

じようとします。 

 でも、もし、あなたが神様
かみさま

を信
しん

じるなら、ま

ずは神様
かみさま

がどう言
い

っているかを知
し

り、神様
かみさま

に

従
したが

うことが大切
たいせつ

なのです！それが一番
いちばん

の勝利
しょうり

の近道
ちかみち

なんです！ 

 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、一番
いちばん

の勝利
しょうり

の近道
ちかみち

であるあ

なたに聞
き

いて従
したが

います。 

 

 

 

  9 月 26 日（火） 

聖書
せ い し ょ

 ヨシュア 6・2 

聖句
せ い く

 見
み

よ、わたしはエリコと、その王
おう

お

よび大勇士
だいゆうし

を、あなたの手
て

にわたし

ている。           2節
せつ

 

 

 きのうのお話
はなし

の続
つづ

き！あなたは、ごはんを

食
た

べる前
まえ

、学校
がっこう

に行
い

く前
まえ

、勉強
べんきょう

する前
まえ

、お友
とも

だ

ちとあそぶ前
まえ

、なにかたいせつなことをする前
まえ

に、お祈
いの

りしますか？ 

 ヨシュアは、エリコの町
まち

をたおしに行
い

く前
まえ

、

神様
かみさま

のお言葉
こ と ば

をしずかに聞
き

きましたよ。そして、

心
こころ

に安心
あんしん

をもらって、今
いま

からどうすればよい

か、一
ひと

つ一
ひと

つ教
おし

えてもらったのでした。 

聖書
せいしょ

の中
なか

、お祈
いの

りの中
なか

から神様
かみさま

の声
こえ

を聞
き

こ

うとするなら、神様
かみさま

は必
かなら

ずあなたに応
こた

え、安心
あんしん

と知恵
ち え

と力
ちから

をくださることをわすれないで

ね！ 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、何
なに

よりもまず、お祈
いの

りして

あなたのおことばを聞
き

けますように。 

 



 

  9 月 27 日（水） 

聖書
せ い し ょ

 ヨシュア 6・3～5 

聖句
せ い く

 六日
む い か

の間
あいだ

そのようにしなければな

らない。           3節
せつ

 

 

神様
かみさま

にお祈
いの

りしたのにすぐに答
こた

えてくれな

い！もうお祈
いの

りなんてやーめた！」なんて言
い

っ

ている人
ひと

はいませんか？ 

神様
かみさま

は、本当
ほんとう

に信
しん

じて待
ま

っているか、そのお

祈
いの

りが心
こころ

からのものか、あなたを見
み

ておられ

ますよ。イスラエルの人
ひと

たちも、神様
かみさま

に「待
ま

つ

こと」、「神様
かみさま

を信
しん

じて従
したが

うこと」を教
おし

えても

らったんだ。 

 神様
かみさま

が用意
よ う い

してくださるふしぎなご計画
けいかく

と

時
とき

とを信
しん

じて待
ま

てる、そんなあなたでいてくだ

さいね！神様
かみさま

はいちばん良
よ

いときにいちばん

良
よ

いこたえをくださるからね！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたの「時
とき

」があること

を信
しん

じて待
ま

ちます。 

 

 

 

 

 9 月 29 日（金） 

聖書
せ い し ょ

 ヨシュア 6・17～18 

聖句
せ い く

 あなたがたは、奉納物
ほうのうぶつ

に手
て

を触
ふ

れて

はならない。         18節
せつ

 

 

あなたは、神様
かみさま

が喜
よろこ

ばれないこと、おきら

いになることが何
なに

かわかりますか？神様
かみさま

を信
しん

じているのに、神様
かみさま

が喜
よろこ

ばれないことをして

いませんか？ 

エリコの町
まち

は、本当
ほんとう

の神様
かみさま

に従
したが

わない、偶像
ぐうぞう

のたくさんいる町
まち

でした。沢山
たくさん

の罪
つみ

があるこの

町
まち

を滅
ほろ

ぼすと神様
かみさま

がお決
き

めになったので、その

町
まち

にあるものは一
ひと

つも自分
じ ぶ ん

のものにしてはい

けません、と聖書
せいしょ

は言
い

っています。 

あなたも、神様
かみさま

に従
したが

うなら、神様
かみさま

が喜
よろこ

ばな

いこと、罪
つみ

だとわかっていることをしてはいけ

ない！あなたもエリコのように滅
ほろ

びないため

に！という教
おし

えです。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたが喜
よろこ

ばないことや

罪
つみ

だと思
おも

うことから離
はな

れて生
い

きます。 

 

  9 月 28 日（木） 

聖書
せ い し ょ

 ヨシュア 6・11～14 

聖句
せ い く

 こうして主
しゅ

の箱
はこ

を持
も

って、町
まち

を巡
めぐ

ら

せ、その周囲
しゅうい

を一
いち

度
ど

回
まわ

らせた。11節
せつ

 

 

 神様
かみさま

を信
しん

じている人
ひと

たちがすることを、信
しん

じ

ていない人
ひと

が見
み

ると、どんな風
ふう

に見
み

えるでしょ

う？賛美
さ ん び

したり、お祈
いの

りしたり、聖書
せいしょ

を読
よ

んだ

り、何
なん

の意味
い み

があるの？って思
おも

われることがた

くさん！でもね、神様
かみさま

を知
し

っている人
ひと

たちには、

どんな風
ふう

に思
おも

われても、それはとっても意味
い み

の

あることなのです！そして、神様
かみさま

を信
しん

じている

人
ひと

たちのすることは、信
しん

じていない人
ひと

たちや

悪魔
あ く ま

を「あっ」と言
い

わせるふしぎな力
ちから

を生
う

む

のです！ 

そう、あなたのする全
すべ

てのことに意味
い み

を持
も

たせてくださる、それが神様
かみさま

のすばらしさだ

よ！ 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、神様
かみさま

を信
しん

じて行
おこな

うすべて

のことがまわりの人
ひと

や悪魔
あ く ま

に「あっ」

と言
い

わせる力
ちから

になりますように！ 

 

 

 

 9 月 30 日（土） 

聖書
せ い し ょ

 ヨシュア 6・19～20 

聖句
せ い く

 民
たみ

はラッパの音
ね

を聞
き

くと同時
ど う じ

に、み

な大声
おおごえ

をあげて呼
よ

ばわったので、石
いし

がきはくずれ落
お

ちた。    20節
せつ

 

 

 武器
ぶ き

もあまりなく、戦
たたか

うための訓練
くんれん

もそん

なにしていなかったイスラエルがどうしてエ

リコに勝
か

てたの？それは、ただ神様
かみさま

が一緒
いっしょ

に

いて力
ちから

をくれたから！神様
かみさま

からはなれたら

イスラエルは勝
か

てなかったの。神様
かみさま

すごい！ 

あなたも同
おな

じ！あんまり自信
じ し ん

がなくて、強
つよ

くなくても、ただ神様
かみさま

が一緒
いっしょ

にいてくださり、

あなたが神様
かみさま

のみ言葉
こ と ば

に従
したが

っているなら、ど

こで何
なに

をしていても怖
こわ

がらずに進
すす

んでいける

よ！そして、神様
かみさま

に守
まも

られて、悪魔
あ く ま

にも勝
か

て

る神様
かみさま

の子
こ

どもでいられるんだよ！神様
かみさま

に

感謝
かんしゃ

しよう。 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、私
わたし

を守
まも

り、助
たす

け、勝
か

たせて

くださるあなたに感謝
かんしゃ

して毎日
まいにち

を過
す

ごし

ます。 


